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山　

口　

史　

恭

は
じ
め
に

筆
者
は
先
に
別
稿（１
）に
お
い
て
、
豊
山
第
三
十
二
世
・
智
幢
房
法
住
能
化
（
一
七
二
三
～
一
八
〇
〇
）
の
事
績
に
つ
い
て
略
述
し
た
。

た
だ
し
法
住
の
業
績
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
、
当
該
稿
が
概
説
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
心
論
に
つ
い
て
の
検
証
は
見
送
っ
て
い

た
。
よ
っ
て
本
稿
に
お
い
て
詳
述
す
る
。

法
住
に
は
、
安
心
論
に
関
す
る
仮
名
法
語
の
著
作
が
都
合
五
部
あ
る
。
法
住
の
没
後
、
写
本
（
未
刊
）
で
伝
存
し
て
い
た
が
、

一
部
が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
刊
行
さ
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
五
部
全
て
が
『
真
言
宗
安
心
全
書
』
に
収
録
さ
れ
た
。

叢
書
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
で
、
以
後
、
近
世
の
真
言
宗
系
安
心
論
の
傾
向
を
論
じ
る
際
、
必
ず
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
２
）。
た

だ
し
、
そ
れ
ら
先
行
研
究
は
、
真
言
宗
系
安
心
論
の
総
論
と
い
う
性
格
上
、
五
部
の
う
ち
任
意
の
箇
所
に
注
目
す
る
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
法
住
の
安
心
論
に
関
す
る
概
括
的
な
先
行
研
究
は
い
ま
だ
無
い
と
思
わ
れ
る
。
法
住
の
安
心
論
は
、
先
行
す
る
近
世
真

言
宗
学
匠
が
著
述
し
た
も
の
と
比
較
し
て
、
独
特
と
言
い
得
る
要
素
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
法
住
に
よ
る

安
心
論
の
基
本
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
真
言
宗
系
安
心
論
の
中
で
の
位
置
付
け
を
試
み
た
い
。
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一
、
近
世
の
真
言
宗
系
安
心
論

安
心
と
は
、主
に
浄
土
門
の
宗
派
で
重
視
さ
れ
て
き
た
用
語
で
あ
る
。
例
え
ば
善
導
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
説
く
至
誠
心
・
深
心
・

回
向
発
願
心
の
三
心
を
具
足
す
る
こ
と
で
安
心
が
決
定
し
て
極
楽
往
生
で
き
る
と
主
張（３
）し
、
ま
た
こ
れ
を
受
け
て
様
々
な
解
釈
が

派
生
し
た
。
安
心
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
の
意
味
は
、
辞
典
等
の
定
義
を
大
ま
か
に
合
わ
せ
る
と
、
お
お
よ
そ
「
心
を
そ
の
宗
の

教
え
に
安お
　

く
こ
と
で
不
安
を
排
し
、
揺
る
が
な
い
心
で
人
生
を
歩
む
こ
と
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
り
、
難
解
で
は
な
い
。
た

だ
し
こ
の
安
心
が
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
得
ら
れ
る
（
＝
決
定
す
る
）
か
に
つ
い
て
は
、
同
じ
宗
内
で
も
一
様
で
は
な
く
、
相
反
す
る

諍
論
も
珍
し
く
な
い
。

真
言
宗
で
は
、
も
と
も
と
安
心
と
い
う
語
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
真
言
宗
は
、
出
家
者
が
自
ら
の
菩
提
心

を
三
密
瑜
伽
行
で
開
発
し
て
即
身
成
仏
せ
ん
と
す
る
解
脱
志
向
の
宗
旨
な
の
で
、
安
心
と
い
う
表
現
が
適
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
教
理
と
実
践
法
は
、
出
家
修
行
者
は
と
も
か
く
在
家
信
者
に
は
難
解
で
あ
ろ
う
。
浄
土
門
・
法
華
門
・

禅
門
の
僧
が
易
行
に
よ
る
安
心
を
と
な
え
る
中
、
真
言
宗
な
ら
で
は
の
安
心
と
は
何
か
、
と
い
う
疑
問
が
檀
信
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
真
言
宗
の
在
家
信
者
向
け
の
安
心
論
は
、
そ
の
よ
う
な
疑
問
に
答
え
る
べ
く
、
鎌
倉
時
代
頃
か
ら

散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
４
）。

法
住
の
安
心
論
に
つ
い
て
検
証
す
る
前
に
、
近
世
の
真
言
宗
系
安
心
論
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
法

住
の
安
心
論
の
位
置
付
け
が
よ
り
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
以
下
に
、『
真
言
宗
安
心
全
書
』
に
収
録
さ
れ
る
近
世
の
安
心
論
の
特
徴
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

ま
ず
教
理
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
近
世
以
前
ま
で
の
蓄
積
の
応
用
と
言
っ
て
い
い
。
す
な
わ
ち
、
興
教
大
師
覚
鑁
上
人
以
降
、
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明
恵
・
道
範
、
室
町
時
代
に
至
る
学
匠
た
ち
に
よ
り
、
密
厳
浄
土
の
提
唱
、
阿
弥
陀
如
来
と
大
日
如
来
の
関
係
の
整
理
、
光
明
真

言
の
功
徳
宣
揚
、
大
師
信
仰
と
関
連
し
た
兜
率
往
生
の
勧
め
、
機
根
観
の
導
入
な
ど
が
果
た
さ
れ
て
お
り
（
５
）、

教
理
的
に
は
ほ
ぼ
出

揃
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
安
心
の
基
軸
に
な
り
得
る
教
え
が
幾
つ
も
あ
る
こ
と
で
、
各
学
匠
が
自
身
の
信
念
に
従
っ
て
基
点
を
定

め
て
お
り
、
内
容
的
に
は
不
統
一
で
あ
る
。
明
治
期
に
な
る
と
こ
れ
ら
の
統
合
が
試
み
ら
れ
る
が
、
近
世
に
お
い
て
は
、
統
合
の

志
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。

著
述
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
冒
頭
で
在
家
信
者
が
真
言
宗
な
ら
で
は
の
安
心
を
問
い
、
そ
れ
に
順
次
答
え
て
い
く
、

と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
他
宗（
浄
土
・
禅
・
法
華
）の
安
心
へ
の
意
識
が
見
ら
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
好
例
を
法
住『
秘

密
安
心
略
章
』
で
見
て
み
よ
う
。

有
人
問
て
云
く
、
他
の
浄
家
に
は
安
心
決
定
を
宗
の
大
事
と
し
、
十
六
家
の
異
説
、
林
に
し
げ
き
か
つ
ら
の
ご
と
し
。
禅
家

に
も
南
北
両
宗
甍
を
並
ぶ
。
法
門
の
盛
な
る
に
あ
ら
ず
や
。
然
る
に
秘
密
宗
は
（
中
略
）
唯
手
に
印
を
結
び
口
に
真
言
を
誦

す
る
の
み
に
し
て
、安
心
決
定
の
沙
汰
も
聞
え
ず
。何
の
勝
こ
と
の
あ
り
て
神
通
乗
と
称
し
玉
ふ
や
。い
ぶ
か
し
く
こ
そ
侍
れ
。

答
て
曰
く
…
…
（『
増
補
真
言
宗
安
心
全
書
』
巻
上
、
三
七
一
頁
）

す
な
わ
ち
、
浄
土
門
や
禅
宗
と
比
べ
て
真
言
宗
な
ら
で
は
の
安
心
と
は
何
か
、
と
い
う
檀
信
徒
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
が
第
一

の
動
機
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
能
動
的
で
は
な
く
受
動
的
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
右
の
例
は
典
型
で
あ
り
、
各

学
匠
に
お
い
て
も
大
同
小
異
で
、
い
ず
れ
も
真
言
宗
な
ら
で
は
の
安
心
を
問
わ
れ
て
示
す
、
と
い
う
構
図
が
共
通
し
て
い
る
。

次
に
著
述
対
象
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
平
易
な
内
容
か
つ
仮
名
書
き
で
、
直
接
、
自
宗
浅
学
や
在
家
の
檀
信
徒
、
あ
る

い
は
特
定
の
貴
顕
へ
向
け
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
こ
の
時
代
で
特
筆
す
べ
き
は
、
全
国
に
書
肆
が
林
立
し
、
開
版
が
格
段
に
容
易

に
な
っ
た
た
め
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
刊
行
に
よ
っ
て
普
及
に
拍
車
が
か
か
っ
た
反
面
、
未
刊
の
書

は
著
者
の
弟
子
筋
な
ど
局
所
的
に
し
か
共
有
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
内
容
的
に
勝
れ
て
い
て
も
、
安
心
論
と
い
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う
在
家
向
け
の
啓
蒙
書
に
お
い
て
は
、
普
及
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
刊
行
し
た
か
否
か
は
、
同
時
代
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
か
否
か
に
直
結
す
る
た
め
、
近
世
の
安
心
論
を
語
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

さ
て
近
世
の
真
言
宗
系
安
心
論
の
具
体
的
な
傾
向
を
俯
瞰
す
る
た
め
に
、以
下
に
、『
真
言
宗
安
心
全
書
』
に
収
録
さ
れ
る
う
ち
、

法
住
在
命
中
（
～
一
八
〇
〇
）
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
近
世
の
著
作
を
成
立
順
に
示
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
法
住
が
披
見
し
た
可
能

性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ッ
コ
内
に
、
成
立
年
代
／
対
象
読
者
／
刊
行
年
／
漢
文
か
仮
名
か
、
を
略
記
し
た
。
な
お
明
治
以
降

に
刊
行
さ
れ
て
い
て
も
近
世
に
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、「
未
刊
」
と
し
た
。

・
頼
慶
（
一
五
六
三
～
一
六
一
〇　

高
野
山
）『
光
明
真
言
鈔
』（
一
六
〇
四
／
自
宗
初
学
者
／
一
六
四
七
刊
／
漢
文
）

・
以
空
（
一
六
三
六
～
一
七
一
九　

高
野
山
）『
玉
鏡
』（
一
六
六
二
／
後
水
尾
法
皇
等
／
～
一
六
七
〇
刊
／
仮
名
）

・
尊
海
（
一
六
三
五
～
一
六
九
五　

高
野
山
）『
往
生
兜
率
密
記
』（
一
六
七
一
／
自
宗
初
学
者
／
同
年
刊
／
漢
文
）

・
浄
厳
（
一
六
三
九
～
一
七
〇
二
）『
光
明
真
言
観
誦
要
門
』（
一
六
八
三
／
在
家
信
者
／
同
年
刊
／
仮
名
）

・
彦
岑
（
一
六
四
五
～
一
七
二
七　

仁
和
寺
）『
真
言
安
心
勧
善
義
』（
一
七
一
一
／
在
家
信
者
／
一
七
一
三
刊
／
仮
名
）

・
蓮
体
（
一
六
六
三
～
一
七
二
六
）『
真
言
開
庫
集
』（
？
／
在
家
信
者
／
一
六
八
八
刊
／
仮
名
）

『
光
明
真
言
金
壺
集
』（
？
／
自
宗
初
学
者
／
一
七
二
一
刊
／
仮
名
漢
混
淆
）

『
秘
密
安
心
往
生
要
集
』（
一
七
一
八
／
在
家
信
者
／
一
七
一
九
刊
／
仮
名
）

・
曇
寂
（
一
六
七
四
～
一
七
四
二　

智
山
）『
秘
密
念
仏
私
記
』（
一
七
三
〇
／
自
宗
初
学
者
／
未
刊
／
漢
文
）　

・
月
海
（
～
一
七
五
〇
）『
兜
率
往
生
問
答
訣
』（
一
七
三
七
／
在
家
信
者
／
未
刊
／
漢
文
）

・
浄
空
（
一
六
九
三
～
一
七
七
五　

智
山
）『
成
仏
示
心
』（
一
七
六
六
／
徳
川
宗
将
／
刊
／
仮
名
）

・
学
如
（
一
七
一
六
～
一
七
七
三　

高
野
山
）『
対
賓
法
語
』（
？
／
在
家
信
者
／
未
刊
／
仮
名
）
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・
周
海
（
～
一
七
八
九　

豊
山
）『
真
言
教
誡
義
』（
？
／
在
家
信
者
／
未
刊
／
仮
名
）

・
慈
雲
（
一
七
一
八
～
一
八
〇
四
）『
真
言
宗
安
心
』（
？
／
在
家
信
者
／
未
刊
／
仮
名
）

『
人
と
な
る
道
』（
一
七
八
一
／
在
家
信
者
／
刊
／
仮
名
）

『
十
善
法
語
』（
一
七
七
四
／
在
家
信
者
／
一
八
二
二
刊
／
仮
名
）

・
懐
円
（
一
七
四
六
～
一
八
三
五　

高
野
山
）『
真
言
安
心
小
鏡
』（
？
／
在
家
信
者
／
第
一
巻
一
七
九
六
刊
、
第
二
巻
以
降
一
八
一
一
刊
／
仮
名
）

こ
の
よ
う
に
配
列
す
る
と
、
十
八
世
紀
前
半
ま
で
は
、
光
明
真
言
読
誦
に
よ
る
往
生
を
基
軸
と
し
た
安
心
論
が
主
流
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
兜
率
往
生
を
強
調
す
る
も
の
は
、
漢
文
で
あ
っ
た
り
（
尊
海
『
往
生
兜
率
密
記
』）、
未
刊
で
あ
っ
た
り
（
月
海
『
兜
率
往

生
問
答
訣
』）
し
て
、
普
及
の
面
で
課
題
が
あ
り
、
主
流
と
は
言
い
難
い
。
例
外
は
彦
岑
『
真
言
安
心
勧
善
義
』
で
、
阿
字
本
不
生

を
基
軸
と
し
て
阿
字
観
を
勧
め
て
い
る
。
刊
行
は
さ
れ
た
が
、「
流
布
甚
だ
稀
（
６
）」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
同
時
代
に
与
え
た

影
響
は
大
き
く
な
い
だ
ろ
う
。

光
明
真
言
が
主
流
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
三
点
の
理
由
が
想
定
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
正
保
年
間
（
一
六
四
四
～
一
六
四
八
）
頃
に
、

光
明
真
言
に
言
及
す
る
古
典
的
章
書
が
続
々
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
伝
覚
鑁
『
孝
養
集
』（
一
六
四
三
刊
）、
同
『
一
期

大
要
秘
密
集
』（
一
六
四
五
刊
）、
道
範
『
秘
密
念
仏
鈔
』（
一
六
四
五
刊
）
な
ど
（
７
）。
新
た
な
安
心
論
の
著
述
に
先
だ
っ
て
こ
れ
ら
古
典

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、以
後
の
平
易
な
仮
名
法
語
の
量
産
を
後
押
し
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
頼
慶
『
光
明
真
言
鈔
』（
一
六
四
七
刊
）

の
刊
行
も
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
つ
に
、豊
山
の
亮
汰
（
一
六
二
二
～
一
六
八
〇
）
が
、光
明
真
言
の
本
軌
を
注
釈
し
た
『
光
明
真
言
経
照
闇
鈔
』（
一
六
八
〇
刊
）・『
大

灌
頂
光
真
言
経
鈔
』（
同
じ
頃
）
を
刊
行
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
出
家
者
向
け
の
専
門
書
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

刊
行
を
契
機
と
し
て
、
光
明
真
言
注
釈
書
の
刊
行
が
相
次
い
だ
（
８
）。

そ
の
よ
う
な
諸
注
釈
書
の
刊
行
隆
盛
を
背
景
に
、
さ
ら
に
浄
厳
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『
光
明
真
言
観
誦
要
門
』・
蓮
体
『
光
明
真
言
金
壺
集
』
と
い
っ
た
、
浅
学
・
在
家
信
者
向
け
の
仮
名
法
語
の
刊
行
に
繋
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

三
つ
に
、
檀
家
制
度
の
定
着
を
背
景
に
刊
行
さ
れ
た
葬
送
儀
礼
・
追
善
供
養
の
指
南
書
に
お
い
て
、
光
明
真
言
が
重
視
さ
れ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
葬
送
指
南
書
の
需
要
の
高
ま
り
に
応
じ
て
、頼
勢
『
引
導
能
印
鈔
』（
一
六
六
九
刊
）・
伝
慧
『
引
導
要
集
便
蒙
』

（
一
六
八
四
刊
）・
不
可
停
『
福
田
殖
種
纂
要
』（
一
六
八
八
刊
）
な
ど
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
、
光
明
真
言
は
、

入
棺
作
法
（
加
持
土
砂
）
や
曳
覆
曼
荼
羅
な
ど
死
者
供
養
の
要
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
光
明
真
言
は
僧
俗
問
わ
ず

認
知
さ
れ
て
い
た
の
で
、
安
心
論
に
直
結
さ
せ
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
三
点
の
相
互
影
響
の
も
と
、
十
八
世
紀
前
半
ま
で
の
安
心
論
は
光
明
真
言
を
基
軸
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
蓮
体

『
光
明
真
言
金
壺
集
』
は
版
を
重
ね
て
広
く
流
布
し
、
近
世
を
通
じ
て
影
響
が
あ
っ
た
。

十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、光
明
真
言
以
外
を
基
軸
と
し
た
安
心
論
が
目
立
っ
て
く
る
。
ま
ず
、智
山
の
浄
空
『
成
仏
示
心
』
は
、

平
生
の
阿
字
観
と
阿
息
観
に
よ
る
臨
終
行
儀
を
勧
め
て
い
る
。
阿
字
観
を
基
軸
と
す
る
の
は
彦
岑
『
真
言
安
心
勧
善
義
』
の
系
譜

に
連
な
る
と
言
え
る
が
、
臨
終
行
儀
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
『
一
期
大
要
秘
密
集
』・
道
範
『
臨
終
用
心
事
』・
浄
厳
『
臨
終
大

事
影
説（９
）』

な
ど
の
内
容
を
少
な
か
ら
ず
踏
襲
し
て
い
る
形
跡
が
見
ら
れ
る
。『
成
仏
示
心
』
は
和
歌
山
藩
第
七
代
藩
主
・
徳
川
宗
将

へ
の
説
法
を
清
書
し
た
も
の
で
、
刊
行
も
さ
れ
て
い
る
（
刊
行
年
不
詳
）。

曇
寂
『
秘
密
念
仏
私
記
』
と
学
如
『
対
賓
法
語
』
は
、
往
生
の
実
践
行
と
し
て
、
発
菩
提
心
と
真
言
読
誦
を
勧
め
る
点
で
共
通

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
論
旨
が
あ
る
が
、未
刊
で
あ
る
た
め
、世
に
流
布
し
た
と
は
言
い
難
い
。
豊
山
の
周
海『
真
言
教
誡
義
』は
、

安
心
論
と
し
て
は
三
巻
と
比
較
的
大
部
で
あ
り
、
真
言
宗
の
概
説
に
も
頁
を
割
い
て
い
る
。
未
来
の
即
身
成
仏
に
結
縁
す
る
た
め
、

仏
事
や
善
行
に
励
む
べ
き
と
す
る
。
こ
れ
も
未
刊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
は
局
所
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

法
住
は
、
浄
空
か
ら
直
接
『
大
日
経
疏
』
を
学
ん
で
お
り

A
C
B

、
ま
た
曇
寂
は
法
住
が
地
蔵
院
流
を
相
承
し
た
常
明
の
師
匠
で
あ
り
、
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周
海
は
豊
山
の
先
輩
で
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
頃
に
は
同
じ
く
長
谷
寺
で
修
学
し
て
い
た
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の

う
ち
、法
住
の
安
心
論
と
共
通
項
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、浄
空
『
成
仏
示
心
』
で
あ
る
（@

字
の
重
視
。
後
述
）。
た
だ
し
『
成
仏
示
心
』

を
含
め
、
法
住
の
安
心
論
の
基
幹
に
影
響
を
与
え
た
形
跡
は
い
ず
れ
も
認
め
ら
れ
な
い
。
確
か
に
法
住
の
安
心
論
も
、
光
明
真
言

以
外
に
基
軸
を
見
出
そ
う
と
す
る
潮
流
に
属
し
て
は
い
る
。
共
通
項
は
あ
っ
て
も
、各
人
の
基
軸
の
置
き
方
の
違
い
の
方
が
際
立
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
安
心
論
は
教
相
や
事
相
と
違
っ
て
継
承
さ
れ
ず
、
学
匠
個
々
人
の
信
念
が
前
面
に
出

る
分
野
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
、
法
住
以
前
の
、
近
世
の
真
言
宗
系
安
心
論
の
系
譜
を
大
ま
か
に
見
て
き
た
。
法
住
の
活
躍
し
た
十
八
世
紀
後
半
は
、
光

明
真
言
を
基
軸
と
し
た
安
心
論
が
主
流
の
中
、
そ
れ
以
外
の
基
軸
を
模
索
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
ら
模
索
は
未
刊
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
大
勢
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。
の
ち
に
も
う
一
方
の
柱
と
な
っ
た
の
は
、
慈
雲
尊
者
の
十
善
戒
に
よ
る
法
語
で

あ
る
。
法
住
の
安
心
論
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
著
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

二
、
法
住
の
五
部
の
安
心
論
に
つ
い
て

法
住
に
よ
る
安
心
論
五
部
は
、
全
て
『
増
補
真
言
宗
安
心
全
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
左
に
そ
れ
ら
を
示
し
、
以
下
の
論
述

で
は
そ
の
番
号
を
も
っ
て
略
記
す
る
（
※
は
『
真
言
宗
安
心
全
書
』
以
外
の
発
刊
）

①
『
秘
密
安
心
略
章
』
一
巻
（『
安
心
全
書
』
巻
上
「
宗
意
安
心
篇
」
収
録
）

　

※
大
崎
行
智
刊
行
本
（
一
八
七
六
）

②
『
秘
密
安
心
又ゆ
う
り
や
く
略
』
一
巻
（
同
巻
上
「
宗
意
安
心
篇
」
収
録
）

　

※
日
本
古
典
文
学
大
系
八
三
『
假
名
法
語
集
』
収
録
（
宮
坂
宥
勝
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
）
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③
『
秘
密
念
仏
広
話
』
二
巻
（
同
巻
下
「
極
楽
往
生
篇
」
収
録
）

④
『
秘
密
念
仏
略
話
』
一
巻
（
同
巻
下
「
極
楽
往
生
篇
」
収
録
）

⑤
『
秘
密
安
心
往
生
法
話
』
一
巻
（
同
巻
上
「
宗
意
安
心
篇
」
収
録
）

『
真
言
宗
安
心
全
書
』
の
編
纂
時
、
①
②
⑤
を
「
宗
意
安
心
篇
」、
③
④
を
「
極
楽
往
生
篇
」
と
分
類
し
て
い
る
。
た
だ
し
内
容

的
に
は
通
底
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
分
類
が
法
住
当
人
の
意
図
に
沿
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
中
で
成
立

年
代
が
明
確
な
の
は
、
⑤
の
み
で
あ
る
。
⑤
の
跋
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
上
四
一
一
→
『
増
補
真
言
宗
安
心
全
書
』
巻
上
、
四
一
一
頁
の

略
記
。
以
下
こ
れ
に
準
じ
る
）。

寛
政
十
二
年
庚
申
閏
四
月
二
十
八
日　

根
嶺
安
禅
老
僧
正　

法
住
撰　

学
頭
蓮
華
権
僧
正　

法
恕
記

こ
の
頃
の
法
住
は
根
来
寺
に
在
住
し
て
い
た
が
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
春
ご
ろ
に
体
調
を
崩
し
、
五
月
十
日
、
弟
子
た
ち

に
看
取
ら
れ
て
逝
去
し
て
い
る
。
つ
ま
り
⑤
は
、
病
床
に
あ
る
法
住
の
口
説
を
、
弟
子
の
法
恕
ら
が
聞
き
取
っ
て
ま
と
め
た
も
の

と
理
解
で
き
る
。
亡
く
な
る
約
二
週
間
前
の
脱
稿
と
い
う
こ
と
で
、
最
晩
年
、
恐
ら
く
は
最
後
の
著
作
と
考
え
て
よ
い
。

次
に
成
立
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
①
で
あ
る
。
そ
の
跋
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
上
四
〇
〇
）。

享
和
二
年
壬
戌
秋
七
月　
　

根
嶺
八
十
老
人
艸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
派
有
信
道
俗
衆

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
は
法
住
の
滅
後
二
年
後
だ
が
、
存
命
で
あ
れ
ば
ち
ょ
う
ど
「
八
十
老
人
」
の
年
齢
な
の
で
、
生
前
の
草

稿
を
「
一
派
有
信
道
俗
衆
」、
つ
ま
り
弟
子
と
檀
信
徒
が
仕
上
げ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
⑤
よ
り
も
ま
と
ま
っ
た
分
量
か
ら
、
草

稿
の
推
敲
時
期
は
病
床
に
入
る
前
で
は
な
か
ろ
う
か
。
加
え
て
内
容
（
後
述
）
が
他
四
部
と
も
通
底
す
る
こ
と
、
⑤
よ
り
も
詳
細
な

こ
と
か
ら
、
⑤
と
遠
く
な
い
時
期
、
す
な
わ
ち
晩
年
の
根
来
寺
在
住
期
、
寛
政
八
～
十
二
年
（
一
七
九
六
～
一
八
〇
〇
）
頃
の
草
稿
と
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考
え
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
も
こ
れ
に
同
意
す
る

A
D
B

。

②
に
は
、
年
代
等
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
①
の
冒
頭
に
著
述
の
由
来
を
示
す
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
上
三
七
二
）。

列
祖
の
論
疏
を
指
て
広
説
と
し
、
夫
に
対
し
て
是
を
略
章
と
名
づ
く
。（
中
略
）
正
し
く
は
山
奥
野
末
の
小
寺
門
徒
及
び
新
発

意
尼
入
道
の
為
に
、
平
仮
名
に
記
し
て
伝
う
る
も
の
な
り
。
猶
了
知
し
が
た
ら
ん
在
家
の
信
男
信
女
に
は
、
別
に
又
略
し
て

授
け
伝
る
な
り
。

つ
ま
り
、
自
著
①
『
秘
密
安
心
略
章
』
を
「
略
章
」
と
称
す
る
の
は
列
祖
の
論
疏
を
「
広
説
」
と
位
置
付
け
た
か
ら
で
、
自
宗

浅
学
及
び
檀
信
徒
を
対
象
と
し
た
と
い
う
。
ま
た
①
を
難
解
と
す
る
「
在
家
の
信
男
信
女
」
に
、
さ
ら
に
別
に
「
又
略
」
し
て
授

け
る
と
い
う
。
②
『
秘
密
安
心
又
略
』
が
①
の
要
旨
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
、題
に
「
又
略
」
と
つ
く
こ
と
か
ら
、右
に
引
用
し
た
「
又

略
」
が
②
に
該
当
す
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
②
の
分
量
は
①
の
四
割
ほ
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
②
は
僧
侶
向
け
の
説
明
を
省
い

て
い
る
一
方
で
、
通
俗
的
な
言
い
回
し
が
増
え
て
い
る
な
ど
、
単
純
な
省
略
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
①
②
は
広
略
の
関
係
に
あ
る

一
具
の
著
述
で
、
①
を
元
に
②
を
編
集
し
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
③
④
は
自
筆
草
本
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
も
の
で
、
年
代
等
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
両
書
が
ど
の
よ
う
な
関
係
か
と
い
う

と
、
③
の
冒
頭
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
下
五
〇
三
）。

此
中
稍
や
広
じ
て
阿
闍
梨
た
ら
ん
人
の
助
け
と
な
す
も
の
な
り
。（
中
略
）
大
よ
そ
広
を
知
て
略
に
あ
ら
ず
ん
ば
宗
要
ゆ
る
み

信
念
凝
ら
ず
し
て
往
生
の
実
行
に
便
な
ら
ず
。
略
を
得
て
広
な
ら
ざ
れ
ば
法
門
世
俗
地
に
堕
し
、（
中
略
）
是
故
に
広
略
兼
ね

運
ん
で
街
談
巷
説
の
穢
れ
も
な
く
、
如
来
の
真
説
永
く
絶
間
な
か
ら
む
事
を
願
う
も
の
な
り
。

つ
ま
り
①
②
と
同
様
、
③
④
も
広
略
の
関
係
に
あ
る
一
具
の
著
述
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
①
②
が
難
易
度
で
広
略
を

分
け
た
の
に
対
し
、
③
④
は
、
③
が
阿
闍
梨
用
、
④
が
自
宗
浅
学
・
檀
信
徒
用
と
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
④
の

分
量
は
③
の
七
％
ほ
ど
し
か
な
く
、
①
②
よ
り
も
省
略
の
度
合
い
が
大
き
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
広
略
二
部
を
用
意
す
る
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の
は
、
他
に
例
も
見
え
な
い
た
め
、
法
住
安
心
論
の
特
徴
の
一
つ
と
言
っ
て
い
い
。

①
②
と
③
④
と
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
⑤
を
法
住
の
最
終
的
な
見
解
と
見
な
し
、
⑤
に
至
る
過
程
と
し
て
①
②
と
③
④

の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
③
④
→
①
②
→
⑤
と
、
そ
れ
ら
の
成
立
順
を
推
測
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
①
②
は
弟

子
等
の
手
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
③
④
は
豊
山
化
主
秘
蔵
の
法
住
自
筆
草
稿
を
も
っ
て
『
真
言
宗
安
心
全
書
』
に
収
録
し
て
い
る

（
下
五
八
一
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
⑤
に
至
る
過
程
と
し
て
①
②
と
③
④
を
単
純
に
比
較
で
き
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
①
②
と
③
④

と
の
前
後
関
係
に
深
入
り
し
な
い
。
左
に
検
証
し
て
き
た
成
立
順
を
示
し
、
本
節
を
終
え
る
。

法
住
生
前
の
成
立

法
住
滅
後
の
成
立

①
②
の
草
稿
（
成
立
年
代
不
詳
）

③
④
自
筆
草
稿
（
成
立
年
代
不
詳
）

⑤
（
一
八
〇
〇
年
）

①
②
（
一
八
〇
二
年
）

三
、
①
『
秘
密
安
心
略
章
』
と
②
『
秘
密
安
心
又
略
』
に
つ
い
て

は
じ
め
に
①
②
の
安
心
の
大
綱
を
示
す
。
ま
ず
檀
那
寺
の
僧
か
ら
在
家
信
者
に
五
字
呪
（@

\
X
`
b

）

A
E
B

・
光
明
真
言
・
三
陀
羅

尼
を
授
け
、
慚
愧
し
つ
つ
実
践
す
る
よ
う
促
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
平
易
な
行
（
有
相
）
の
背
後
に
奥
深
い
密
教
教
理
（
無
相
）
が
あ

る
こ
と
を
徐
々
に
理
解
さ
せ
る
べ
き
と
説
く
。
信
者
が
理
解
で
き
て
も
で
き
な
く
と
も
、
平
易
な
行
の
背
後
に
奥
深
い
密
教
教
理

が
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
安
心
決
定
と
な
る
。
安
心
決
定
し
た
上
で
の
「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
の
実
践
は
、
三

力
の
う
ち
の
以
我
功
徳
力
と
な
る
。
そ
し
て
慚
愧
に
促
さ
れ
て
如
来
の
慈
悲
が
如
来
加
持
力
と
し
て
加
わ
り
、
さ
ら
に
法
界
力
に
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支
え
ら
れ
、三
力
が
冥
に
和
合
し
て
即
身
成
仏
で
き
る
と
い
う
（
①
上
三
七
九
、②
上
四
一
五
）。
こ
れ
を
「
三
力
和
合
不
思
議
の
法
門
」

（
①
上
三
八
五
、
②
上
四
一
八
）
と
称
し
て
い
る
。「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
と
信
じ
て
安
心
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
拝
む

本
尊
は
何
で
も
よ
く
、
行
の
内
容
も
真
言
読
誦
に
限
ら
ず
、
念
仏
・
題
目
は
勿
論
の
こ
と
、
一
花
一
香
を
も
っ
て
供
養
す
る
こ
と
、

平
生
の
忠
孝
を
尽
く
す
こ
と
や
職
分
を
全
う
す
る
こ
と
さ
え
も
行
と
し
て
認
め
て
い
る
。
理
解
が
進
ん
だ
信
者
に
対
し
て
は
、
護

身
法
・
阿
字
観
や
、
助
行
と
し
て
四
念
処
を
教
授
し
て
も
よ
い
と
加
え
て
い
る
（
①
上
三
九
七
～
八
）。

以
上
の
内
容
に
つ
い
て
以
下
各
々
検
証
し
て
い
く
。
ま
ず
こ
の
構
図
を
支
え
る
の
は
、
全
編
で
強
調
さ
れ
る
「
無
相
に
即
し
た

有
相
の
行
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
①
②
の
み
な
ら
ず
③
④
⑤
全
て
に
通
底
し
て
お
り
、
法
住
安
心
論
の
基

軸
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
意
図
は
に
わ
か
に
は
理
解
し
難
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
有
相
無
相
は
通
常
で
あ
れ
ば
相す
が
た
　や
想
念
の

有
無
の
対
立
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
文
意
が
汲
み
取
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
る
の
が
①

の
み
な
の
で
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
こ
う
A
F
B

。

ま
ず
「
我
が
法
仏
自
内
証
の
法
門
」
は
「
法
爾
の
ま
ま
を
直
に
教
え
れ
ば
、
勝
劣
の
機
に
向
ひ
無
相
有
相
の
教
と
な
り
、
機
根

万
差
な
れ
ば
自
ら
無
量
乗
と
な
る
な
り
」（
①
上
三
七
三
、
②
上
四
一
三
）
と
前
提
す
る
。
つ
ま
り
、
大
日
如
来
の
自
内
証
の
法
門
は
、

教
え
そ
の
も
の
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
聞
き
手
の
機
根
に
応
じ
て
無
相
と
有
相
の
教
え
に
分
か
れ
、
そ
の
数
は
無
量
で
あ
る
と
の
認

識
を
ま
ず
示
し
て
い
る
。
そ
の
経
証
と
し
て
、『
大
日
経
』
巻
七
の
流
通
分
の
偈
「
甚
深
無
相
の
法
は　

劣
慧
の
堪
え
ざ
る
所　

彼

等
を
度0

せ
ん
が
為
の
故
に　

兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
す

A
G
B

」
を
引
用
し
（
①
上
三
七
二
）、
こ
れ
を
最
も
重
要
な
起
点
と
す
る
。
そ
し

て
こ
の
経
文
を
以
下
の
よ
う
に
解
釈
す
る
（
①
上
三
九
六
）。

我
宗
に
て
は
「
甚
深
無
相
法
」
は
勝
慧
の
所
行
に
し
て
、
今
日
劫
末
劣
慧
の
衆
生
に
は
「
兼
存
有
相
説
」
と
て
、
其
の
甚
深

無
相
に
即
し
て
兼
て
有
相
の
行
を
説
き
玉
ふ
な
り
。
さ
れ
ば
愚
癡
の
我
等
ご
と
き
も
、
行
ぜ
ら
る
る
易
行
の
行
を
行
ぜ
し
め

玉
ふ
な
り
。
し
か
無
相
に
即
す
る
な
れ
ば
、
さ
な
が
ら
偏
に
有
相
行
に
も
非
ず
侍
る
な
り
。
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つ
ま
り
、
機
根
の
勝
れ
た
者
へ
の
教
え
は
無
相
だ
が
、
機
根
の
劣
っ
た
者
に
対
し
て
も
、
無
相
に
「
即
し
て
」
兼
ね
て
有
相
の

行
が
説
か
れ
る
と
す
る
（「
即
し
て
」
の
表
現
は
法
住
独
自
で
あ
り
、
こ
の
場
合
「
離
れ
ず
に
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
思
わ
れ
る
）。
そ
の
よ
う

に
説
か
れ
た
有
相
の
行
も
、
無
相
に
即
し
て
兼
ね
て
説
か
れ
た
の
だ
か
ら
、
単
な
る
有
相
の
行
で
は
な
く
「
無
相
に
即
し
た
有
相

の
行
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
有
相
と
無
相
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
易
行
有
相
な
れ
ば
と
て
、
甚
深
無
相
法
の
外
に
別
に
設
け
施

す
に
は
非
ず
。
重
々
無
尽
横
竪
不
二
の
法
が
、
且
く
無
相
は
裏
と
隠
れ
有
相
を
表
と
し
現
ず
る
の
み
」（
①
上
三
七
四
）
と
の
説
明

も
参
考
に
な
ろ
う
。
こ
の
構
図
を
理
解
す
る
と
、
信
者
が
僧
か
ら
授
か
る
真
言
等
の
有
相
の
行
も
、
大
日
如
来
が
甚
深
無
相
に
即

し
て
兼
ね
て
説
い
た
も
の
と
な
り
、
平
易
な
が
ら
も
大
日
如
来
の
さ
と
り
と
直
結
し
た
教
え
と
な
る
。

法
住
が
こ
の
よ
う
に
着
想
し
た
背
景
に
は
、
先
の
『
大
日
経
』
流
通
分
の
頌
が
四
重
秘
釈
の
典
拠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
い
う

と
こ
ろ
の
無
相
を
法
住
が
「
第
三
重
の
極
位
無
相
と
称
す
」（
①
上
三
七
四
）
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
持
身
説
法
説
に
基

づ
い
た
四
重
秘
釈
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
新
義
に
お
け
る
論
義
教
則
で
あ
る
『
大
疏
百
條
第
三
重
』
巻
五
「
無
相

至
極
」
が
詳
し
い
。
や
や
長
く
な
る
が
、
そ
の
該
当
箇
所
を
挙
げ
る
。

加
持
説
の
学
者
の
宗
の
法
門
に
お
い
て
四
重
を
存
す
。先
ず
、大
に
二
を
分
か
つ
。遮
情
・
表
徳
な
り
。表
徳
の
中
に
三
重
あ
り
。

初
の
二
重
は
機
に
被
る
法
門
。
第
三
重
は
自
証
の
極
位
、法
仏
内
証
の
法
門
。
機
に
被
ら
ざ
る
の
位
な
り
。
故
に
初
重
は
遮
情
、

第
二
重
は
劣
慧
に
被
る
有
相
、
第
三
重
は
勝
慧
に
被
る
無
相
、
第
四
重
は
勝
劣
の
二
機
に
被
ら
し
め
ざ
る
法
、
法
位
に
位
す

る
自
証
の
法
門
な
り
。
こ
の
中
に
、
第
三
重
は
無
相
と
云
う
と
い
え
ど
も
、
挙

A
H
B

足
下
足
み
な
密
印
を
成
ず
。
開
口
発
声
こ
と

ご
と
く
こ
れ
真
言
な
り
。
意
の
所
念
、
妙
三
摩
地
の
三
密
の
体
な
る
故
に
、
無
相
の
空
理
に
あ
ら
ず
。
ま
た
勝
慧
の
機
情
の

た
め
に
施
設
す
る
の
相
あ
る
が
ゆ
え
に
、
な
を
こ
れ
有
相
な
り
。（
中
略
）
ま
た
、
第
三
重
の
証
文
は
供
養
法
の
『（
大
日
）
経
』

に
云
く
、「
甚
深
無
相
の
法
は　

劣
慧
の
堪
え
ざ
る
所　

彼
等
を
度
せ
ん
が
為
の
故
に　

兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
す
」
と
文
り
。

「
甚
深
無
相
法
」
と
は
劣
慧
を
簡
う
ゆ
え
に
、勝
慧
に
被
る
法
門
と
聞
き
た
り
。
し
か
れ
ど
も
、機
の
所
縁
と
な
る
が
ゆ
え
に
、
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第
四
重
に
お
よ
ば
ず
。ゆ
え
に
第
三
重
と
な
る
な
り
。こ
の
文
並
べ
て
第
二
第
三
の
二
重
を
証
す
。「
甚
深
無
相
法
」は
第
三
重
、

「
兼
存
有
相
説
」
は
第
二
重
な
り

A
I
B

。

こ
こ
で
い
う
加
持
門
の
四
重
秘
釈
を
略
し
て
図
示
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。『
大
日
経
』
流
通
分
の
頌
は
、
左
の
表
の
下
段

の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
重
・
第
三
重
の
証
文
と
な
っ
て
い
る
（
煩
瑣
に
な
る
た
め
詳
述
し
な
い
が
、
第
二
重
・
第
三
重
は
共
に
自
性
身

中
の
加
持
身
に
よ
る
説
法
で
あ
る
）。
な
お
こ
の
四
重
秘
釈
は
元
来
頼
瑜
の
所
説

A
J
B

だ
が
、『
大
疏
百
條
第
三
重
』
で
は
そ
れ
ら
が
簡
潔
に

整
理
し
て
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
を
例
文
と
し
た
。

遮
情
（
顕
教
）

初
重　
　

浅
略
釈

表
徳
（
密
教
）

第
二
重　

深
秘
釈

劣
慧
に
被
る
有
相

兼
存
有
相
説

第
三
重　

秘
中
深
秘

勝
慧
に
被
る
無
相

甚
深
無
相
法

第
四
重　

秘
秘
中
深
秘

自
証
の
極
位
・
法
仏
内
証
の
法
門

説
法
な
し
。
勝
劣
の
機
な
し

法
住
の
安
心
論
の
基
軸
と
な
る
「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
教
主
義
に
関
わ
る
四
重
秘
釈
や
論
義
を

背
景
に
し
て
い
る
。
か
つ
て
法
住
は
、
大
日
如
来
が
如
何
な
る
立
場
で
如
何
な
る
内
容
を
説
法
す
る
の
か
を
真
摯
に
考
究
し
、
天

明
五
年（
一
七
八
五
）、独
自
の
会
合
説
に
た
ど
り
着
い
た
。
当
然
そ
の
中
に
は
、そ
の
説
法
が
如
何
に
し
て
わ
れ
わ
れ
に
届
く
の
か（
受

け
取
れ
る
か
）
と
い
う
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
約
十
年
後
、
安
心
論
の
構
想
を
練
る
中
で
、
加
持
門
の
四
重
秘
釈
に
お
い
て

証
文
と
さ
れ
た
『
大
日
経
』
流
通
分
の
頌
に
再
び
着
目
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
四
重
秘
釈
の
第
二
重
と
い
う
あ
り
方
（
有

相
の
行
）
な
ら
ば
、
僧
侶
を
介
し
て
在
家
に
も
大
日
如
来
の
説
法
が
届
く
は
ず
だ
と
確
信
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
在
家
に
は
、
そ
の
有
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相
の
行
が
も
っ
と
奥
深
い
教
え
（
無
相
、
第
三
重
）
と
表
裏
一
体
で
離
れ
て
い
な
い
（
＝
即
し
て
い
る
）
と
信
じ
る
こ
と
を
求
め
、
そ

れ
を
安
心
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
安
心
論
で
あ
り
、
会
合
説
を
大
成
し
た
法
住
な
ら
で
は
の
安
心
論
と

い
え
よ
う
。

「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
と
信
じ
て
安
心
決
定
す
る
の
が
最
重
要
で
あ
れ
ば
、
安
心
決
定
さ
え
で
き
れ
ば
、
必
然
的
に
行

の
内
容
も
無
限
定
に
広
が
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。
ま
ず
、
他
宗
の
代
表
的
な
易
行
で
あ
る

念
仏
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
と
題
目
（
南
無
妙
法
蓮
華
経
）
を
、
否
定
せ
ず
に
取
り
込
も
う
と
試
み
て
、「
即
す
、
と
さ
へ
安
心
せ
ば
秘
密

の
題
目
念
仏
な
り
」（
①
上
三
九
一
、
②
上
四
二
一
）
と
い
う
。
こ
れ
は
「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
と
信
じ
て
安
心
決
定
し
た
上

で
の
念
仏
・
題
目
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
う
大
日
如
来
と
直
結
し
た
秘
密
の
念
仏
・
題
目
で
あ
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
た
だ
し
他

力
の
念
仏
に
関
し
て
だ
け
は
「
た
だ
偏
に
他
力
な
り
と
の
み
せ
ば
、
殆
ど
一
因
の
計
に
も
落
ち
入
ら
し
め
、
は
た
仏
門
の
大
宗
た

る
因
縁
和
合
に
も
違
ひ
つ
べ
し
」（
②
上
四
一
七
、
①
上
三
八
四
）
と
批
判
す
る
。
こ
こ
で
は
、
自
力
（
信
心
）
の
無
い
他
力
の
念
仏
を
、

一
因
の
計
（
唯
一
の
原
因
か
ら
万
有
が
展
開
し
た
と
見
る
、
外
道
の
一
種

A
K
B

）
と
み
な
し
て
い
る
。「
他
力
の
み
」
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
三

力
の
一
つ
で
自
力
を
前
提
と
す
る
以
我
功
徳
力
が
成
立
し
な
く
な
る
の
で
、
法
住
の
三
力
和
合
説
に
抵
触
す
る
故
の
批
判
で
あ
る
。

他
宗
批
判
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
①
②
に
お
い
て
わ
ざ
わ
ざ
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
強
く
意
識
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
（
③
④
で
は
批
判
を
抑
え
て
い
な
い
）。

念
仏
や
題
目
と
い
っ
た
代
表
的
な
行
だ
け
で
は
な
く
、
行
の
内
容
は
日
常
の
営
為
に
ま
で
拡
大
し
て
い
く
。
例
え
ば
「
一
花

一
香
の
微
少
の
供
養
に
て
も
…
…
無
相
に
即
す
る
一
花
一
香
な
り
…
…
即
す
れ
ば
こ
そ
一
花
一
香
十
方
に
遍
じ
て
諸
仏
を
供
養
す

れ
」（
①
上
三
八
六
、
②
上
四
一
九
）
と
し
て
、
一
花
一
香
と
い
う
日
常
的
供
養
が
、
無
相
に
即
し
て
さ
え
い
れ
ば
有
相
の
行
と
な
る

と
す
る
。
ま
た
「
光
明
真
言
稲
か
り
な
が
ら
、
あ
び
ら
う
ん
け
ん
麦
ま
き
な
が
ら
、
妻
子
の
膚
を
ふ
さ
が
ん
に
も
、
さ
の
み
障
り

に
は
な
ら
ざ
ら
ま
し
」（
①
上
三
九
二
、②
上
四
二
二
）
と
し
て
、在
家
に
よ
る
真
言
読
誦
を
そ
の
日
常
に
落
と
し
込
も
う
と
し
て
い
る
。



—271—

法住の安心論について（山口）

さ
ら
に
儒
教
の
道
徳
で
あ
る
忠
孝
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
に
取
り
込
ん
で
い
る
。

中
に
も
公
に
仕
ふ
る
に
は
身
を
塵
芥
の
如
く
、
ま
さ
か
の
時
の
心
が
け
を
こ
そ
専
要
と
す
。（
中
略
）
父
母
は
其
病
を
さ
へ
患

ひ
玉
へ
ば
、
在
す
時
は
遠
く
遊
ば
ず
、
在
さ
ざ
れ
ど
身
体
髪
膚
こ
と
ご
と
く
其
の
遺
体
な
れ
ば
、
曾
子
の
教
へ
深
く
身
に
入

り
侍
り
ぬ
。（
中
略
）
は
た
内
外
の
教
え
異
り
と
雖
も
、
無
相
に
即
す
と
安
心
す
れ
ば
、
忠
は
大
忠
と
な
っ
て
周
遍
法
界
六
大

無
礙
、
孝
は
大
孝
と
称
し
て
無
尽
荘
厳
金
剛
宝
蔵
、
立
つ
る
煙
は
細
く
と
も
大
富
貴
の
人
と
敬
ふ
べ
し
。（
②
上
四
二
〇
～
一
、

①
上
三
九
〇
）

内
（
仏
教
）
と
外
（
儒
教
）
で
教
え
は
異
な
る
が
、
無
相
に
即
す
と
安
心
す
れ
ば
、
忠
孝
も
有
相
の
行
と
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ

に
至
る
と
、
儒
教
の
道
徳
（
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
一
般
的
な
倫
理
徳
目
）
が
仏
教
的
な
行
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
日
常
の
営
為
を
最
も
そ
の
ま
ま
行
と
し
て
位
置
付
け
る
の
が
、
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

は
た
士
農
工
商
、
其
の
道
々
を
朝
な
夕
な
怠
り
な
く
、
先
祖
よ
り
よ
り
受
け
続
き
し
業
な
り
わ
いを
、
弥い
や

増
し
に
栄
え
成
さ
ん
こ
そ
人

道
の
第
一
な
れ
。
則
ち
夫
れ
を
、
取
り
も
な
ほ
さ
ず
無
相
に
即
す
る
行
な
り
と
し
行
い
玉
い
な
ば
、
安
心
決
定
足
り
ぬ
べ
し
。

人
道
則
曼
荼
羅
行
に
し
て
甚
深
無
相
行
の
人
と
同
じ
く
伴
ふ
。
勇
進
の
者
と
も
称
し
つ
べ
し
。
治
生
産
業
そ
れ
ぞ
れ
に
、
糸

う
み
な
が
ら
機
織
な
が
ら
、
即
す
れ
ば
皆
供
養
雲
海
、
苗
と
り
植
う
る
は
身
業
手
印
、
田
歌
の
律フ
シ

は
口
業
真
言
、
秋
の
稲
穂

の
豊み
の
り
　を
期
し
て
怠
り
な
き
は
心
密
輪
の
田
植
三
昧
。（
①
上
三
九
〇
～
一
、
②
上
四
二
一
）

近
世
は
身
分
が
固
定
化
し
、
儒
教
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
に
従
っ
て
果
た
す
べ
き
職
分
が
有
る
と
と
な
え
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
職
分
を
「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
と
信
じ
て
安
心
決
定
し
た
上
で
果
た
す
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
曼
荼
羅
行
と

讃
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
安
心
決
定
さ
え
で
き
れ
ば
、
行
の
内
容
も
日
常
の
営
為
に
ま
で
広
が
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
士
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
の
職
分
を
果
た
す
こ
と
は
仏
道
修
行
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
主
張
を
職
分
仏
行
説

と
い
う
。
出
家
し
て
解
脱
を
目
指
す
と
い
う
仏
教
の
前
提
か
ら
言
え
ば
、
在
家
の
ま
ま
そ
の
職
分
を
全
う
す
る
こ
と
を
仏
道
修
行
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と
見
な
す
の
は
、大
き
な
展
開
で
あ
る
。
そ
の
濫
觴
は
、近
世
初
期
の
禅
僧
・
鈴
木
正し
よ
う
さ
ん三
（
一
五
七
九
～
一
六
五
五
）
に
見
え
、主
著
『
万

民
徳
用
』
に
は
「
世
法
則
ち
仏
法
な
り

A
L
B

」
と
い
い
、例
え
ば
農
民
に
は
「
農
業
則
ち
仏
行
な
り
。
意こ

こ
ろ
え得

悪
し
き
時
は
賤
し
き
業
な
り
。

信
心
堅
固
な
る
時
は
菩
薩
の
行
な
り

A
M
B

」
と
い
う
。

諸
宗
も
こ
の
よ
う
な
言
説
を
徐
々
に
導
入
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
の
ち
に
仏
教
に
よ
る
職
業
倫
理
の
確
立
と
評
価
さ
れ
、
同

じ
く
西
欧
の
職
業
倫
理
の
源
と
な
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
比
較
さ
れ
た
。
ま
た
か
つ
て
の
発
展
史
観
の
立
場
か
ら
は
、

か
え
っ
て
そ
の
身
分
制
度
を
支
え
た
と
か
、
封
建
制
度
を
是
認
し
て
い
る
、
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
生
業
が

そ
の
ま
ま
仏
道
修
行
に
な
る
と
い
う
考
え
方
を
安
心
に
直
結
さ
せ
た
の
は
、
江
戸
仏
教
の
特
色
の
一
つ
、
と
積
極
評
価
す
る
べ
き

で
あ
る
。

法
住
の
安
心
論
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
だ
が
、
こ
の
職
分
仏
行
説
も
重
要
で
あ
る
。
第
一
節

で
見
た
通
り
、
法
住
の
活
躍
し
た
十
八
世
紀
後
半
は
、
光
明
真
言
を
基
軸
と
し
た
安
心
論
が
継
続
し
て
主
流
の
中
、
そ
れ
以
外
の

基
軸
を
模
索
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
基
軸
と
す
る
教
理
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
が
、
実
は
日
常
の
営
為
に
仏
道
修
行
を
落

と
し
込
む
こ
と
を
共
通
項
と
し
て
い
た
。
以
下
こ
れ
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
検
証
し
よ
う
。

ま
ず
版
を
重
ね
影
響
力
の
大
き
か
っ
た
蓮
体
『
光
明
真
言
金
壺
集
』（
一
七
二
一
刊
）
を
見
る
。

総
じ
て
俗
家
は
士
農
工
商
何
れ
か
安
楽
な
る
人
あ
る
や
。
恩
愛
の
綱
に
つ
な
が
れ
、
名
利
の
桎し
つ
こ
く梏
に
か
ら
ま
れ
て
、
一
日
片

時
も
心
静
か
に
勤
む
る
こ
と
を
得
ず
。
涯か
ぎ

り
あ
る
身
を
以
て
涯
り
な
き
事
を
営
み
、
春
よ
り
冬
に
至
り
朝
よ
り
夕
に
至
る
ま

で
、念お
も

ふ
と
念
ふ
事
悉
く
輪
回
の
念
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
く
、作
す
と
作
す
こ
と
皆
堕
獄
の
業
に
あ
ら
ず
と
云
こ
と
な
し
。（
下

三
四
八
）

こ
の
よ
う
に
、
教
化
活
動
に
定
評
の
あ
る
蓮
体
も
、
在
家
の
職
分
に
仏
道
的
な
価
値
を
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
置
い
て
い
な

い
。
次
に
、密
教
と
浄
土
ど
ち
ら
を
も
学
ん
だ
尾
張
八
事
山
興
正
寺
の
諦
忍（
一
七
〇
五
～
一
七
八
六
）の『
大
光
普
照
集
』（
一
七
四
九
刊
）
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を
見
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
・
性
別
の
人
も
、
そ
の
生
業
を
営
み
な
が
ら
念
仏
を
と
な
え
る
と
よ
い

A
N
B

、
と
勧
め

て
い
る
。
こ
こ
で
は
生
業
と
並
行
し
て
の
念
仏
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
職
分
の
仏
道
的
な
価
値
を
否
定
し
な
い
分
、
蓮
体
よ

り
も
若
干
の
展
開
が
う
か
が
え
る
。

次
に
、
十
八
世
紀
中
葉
の
成
立
と
目
さ
れ
る
学
如
『
対
賓
法
語
』
で
は
、
も
う
少
し
変
化
が
見
ら
れ
る
。
学
如
は
、
ま
ず
真
言

や
念
仏
に
専
念
す
る
こ
と
を
仏
道
修
行
の
「
正
行
」
と
し
な
が
ら
、在
家
は
そ
の
職
分
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
「
正
行
」

に
専
念
で
き
な
い
と
前
提
す
る
。
そ
の
上
で
職
分
に
と
も
な
う
労
働
に
つ
い
て
意
義
を
認
め
る
。

皆
此
の
往
生
浄
土
の
願
を
成
就
せ
ん
為
と
心
得
て
致
し
そ
う
ら
え
ば
、
今
日
世
間
の
塵
事
が
直
に
往
生
の
仏
事
助
行
と
成
て
、

行
住
坐
臥
、
触
向
対
面
悉
く
仏
道
修
行
に
あ
ら
ざ
る
は
な
く
候
。（
上
一
九
八
）　

こ
こ
で
は
労
働
を
「
塵ち
り
ご
と事
」
と
低
く
し
な
が
ら
も
、
引
い
て
は
往
生
の
た
め
と
心
得
れ
ば
、
労
働
も
日
常
の
営
為
も
「
助
行
」

と
な
る
と
主
張
さ
れ
る
。
正
行
助
行
は
浄
土
門
・
法
華
宗
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
分
類
だ
が
、
そ
れ
を
導
入
し
、
職
分
も
日
常
の
営

為
も
全
て
補
助
的
な
仏
道
修
行
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
あ
く
ま
で
も
「
助
行
」
な
の
で
、
過
度
期
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
慈
雲
尊
者
の
『
十
善
法
語
』（
一
七
七
四
）『
人
と
な
る
道
』（
一
七
八
一
）
や
、
そ
の
弟
子
の
懐
円
『
真

言
安
心
小
鏡
』（
正
宗
は
一
七
九
六
刊
）、
そ
し
て
法
住
の
安
心
論
が
著
さ
れ
る
。
慈
雲
尊
者
の
有
名
な
両
書
は
、
十
善
戒
に
基
づ
く

法
語
で
、在
家
出
家
問
わ
ず
、日
常
の
営
為
を
そ
の
ま
ま
仏
道
修
行
（
十
善
業
道
）
と
位
置
づ
け
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
懐
円
『
真

言
安
心
小
鏡
』
の
論
旨
は
、
在
家
は
士
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
の
職
を
勤
め
な
が
ら
、
真
言
の
功
徳
を
信
じ
て
読
誦
す
る
こ
と
で
、
そ

の
功
徳
力
に
よ
り
浄
土
に
往
生
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
上
四
三
四
～
五
取
意

A
O
B

）。
慈
雲
の
も
の
は
真
言
宗
系
安
心
論
に
収
ま

ら
な
い
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
が
、
い
ず
れ
も
日
常
の
営
為
を
積
極
的
に
仏
道
修
行
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

法
住
が
こ
れ
ら
を
実
見
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
ほ
ぼ
同
時
期
な
の
で
、
日
常
の
営
為
に
仏
道
修
行
を
落
と
し
込
む
の

は
時
代
的
傾
向
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
十
八
世
紀
後
半
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
要
素
と
い
う
と
、
臨
済
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宗
の
白
隠
（
一
六
八
五
～
一
七
六
八
）
に
よ
る
仮
名
法
語
・
和
讃
や
、
石
門
心
学
の
全
国
的
な
普
及
な
ど
が
思
い
当
た
る
。
法
住
の
通

俗
的
な
言
い
回
し
に
白
隠
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
夙
に
指
摘

A
P
B

さ
れ
て
き
た
し
、
士
農
工
商
の
職
業
倫
理
を
普
及
さ
せ
た
石
門
心
学

が
寛
政
の
改
革
の
思
想
的
裏
付
け
と
な
っ
た
頃
に
、
ち
ょ
う
ど
法
住
は
安
心
論
を
著
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
特
定
の
誰
か
か
ら

具
体
的
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
よ
り
も
、
職
業
倫
理
が
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
世
相

A
Q
B

を
反
映
し
た
、
と
い
う
位
の
認
識
が

妥
当
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
法
住
の
安
心
論
の
二
大
特
徴
で
あ
る
、「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
と
、
職
分
仏
行
説
に
つ
い
て
検
証
し

て
き
た
。
前
者
は
会
合
説
の
大
成
者
な
ら
で
は
の
新
し
い
理
論
で
あ
り
、
後
者
は
十
八
世
紀
後
半
の
世
相
を
反
映
し
て
い
る
と
言

え
る
。四

、
③
『
秘
密
念
仏
広
話
』と
④
『
秘
密
念
仏
略
話
』
に
つ
い
て

は
じ
め
に
こ
の
③
④
の
安
心
の
大
綱
を
示
す
。
阿
闍
梨
は
ま
ず
信
者
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
念
仏
（
有
相
）
を
授
け
、
慚
愧
し

つ
つ
実
践
す
る
よ
う
促
し
、
あ
わ
せ
て
念
仏
の
背
後
に
あ
る
密
教
教
理
（
無
相
）
を
徐
々
に
理
解
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
説
く
。
念
仏

の
背
後
に
密
教
教
理
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
念
仏
は
秘
密
念
仏
で
あ
り
、
以
我
功
徳
力
と
な
る
。
そ
し
て
慚
愧
に
促
さ

れ
て
如
来
の
慈
悲
が
如
来
加
持
力
と
し
て
加
わ
り
、
法
界
力
も
加
わ
り
、
三
力
が
揃
っ
て
順
次
往
生
で
き
る
と
い
う
。
理
解
の
進

み
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
阿
闍
梨
か
ら
阿
弥
陀
如
来
根
本
陀
羅
尼
（
十
甘
露
呪
）
や
阿
弥
陀
印
言
も
授
け
る
も
よ
し
と
す
る
。
は
じ
め

は
易
行
を
呼
び
水
に
し
て
や
が
て
深
い
理
解
を
も
促
す
と
い
う
方
法
だ
が
、
法
住
は
こ
れ
を
「
同
一
鹹
味
の
深
旨
を
い
さ
さ
か
も

汲
み
得
れ
ば
、
磯
辺
の
浅
き
水
な
り
と
も
大
海
の
鹹
味
に
非
ず
と
誰
か
賤
し
む
る
も
の
有
ら
ん
や
」（
③
下
五
七
九
）
と
表
現
し
て

い
る
。
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こ
の
③
④
で
も
、
①
②
と
共
通
す
る
「
無
相
に
即
す
る
有
相
の
行
」
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
前
節
で
述
べ
た
た
め

繰
り
返
さ
な
い
が
、
背
後
の
密
教
教
理
（
無
相
）
を
理
解
す
れ
ば
、
平
易
な
行
で
あ
る
念
仏
（
有
相
）
で
も
以
我
功
徳
力
と
な
る
、

と
い
う
論
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
③
④
に
お
い
て
全
編
に
わ
た
っ
て
強
調
す
る
割
に
は
、
文
中
で
意
味
を
説
明
し
て
い
な
い
。

特
に
阿
闍
梨
向
け
で
あ
る
③
で
も
説
明
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
加
持
身
説
法
説
に
基
づ
い
た
四
重
秘
釈
に
よ
る
有
相
無
相

の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
自
明
の
理
と
す
る
集
団
に
向
け
て
著
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
下
は
③
④
に
顕
著
な
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。
①
②
と
共
通
す
る
「
無
相
に
即
す
る
有
相
の
行
」
を
基
盤
と
し
な
が
ら
も
、

③
④
で
は
行
を
無
限
定
に
拡
大
せ
ず
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
特
化
し
て
い
る
。
こ
の
名
号
を
い
か
に
密
教
的
に
意
義
付
け
て
教
理

理
解
の
入
り
口
と
す
る
か
。
法
住
は
六
字
名
号
の
う
ち
、「
ア
ミ
ダ
仏
」
を@

（a

）r

（m
i

）�

（ta

）Ñ

（bu˙

）
と
分
解
し
、
そ

れ
ら
の
各
字
義
を
本
初
不
生
・
自
在
無
礙
・
如
如
帝
網
・
秘
密
念
仏
と
定
め
て
い
る
（
③
下
五
〇
三
、
④
下
四
九
八
）。
以
上
の
字
義

解
釈
は
道
範『
秘
密
念
仏
鈔
』か
ら
着
想
を
得
た
と
思
わ
れ
る

A
R
B

。
こ
の
字
義
の
説
明
を
通
じ
て
、念
仏
も
大
日
如
来
の
さ
と
り（
無
相
）

に
即
す
と
ひ
た
す
ら
信
じ
ら
れ
る
よ
う
、
檀
信
徒
に
よ
く
説
明
せ
よ
と
説
く
。
③
で
は
字
義
の
解
説
が
詳
細
で
あ
り
、
自
ら
の
会

合
説
（『
秘
密
因
縁
管
絃
相
成
義
』）
で
駆
使
し
た
一
法
界
・
多
法
界
、
上
転
・
下
転
の
論
理
を
用
い
て
い
て
（
下
五
〇
四
～
五
）、
そ
の

理
解
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

A
S
B

。
ほ
か
に
も
ア
ミ
タ
を
阿
字
五
転
に
配
釈
し
た
り
（
下
五
一
三
・
五
五
六
）、
三
大
・
三
諦
・
三
身
・
三
宝
・

三
種
成
仏
に
配
釈
し
た
り
（
下
五
二
四
）
と
、
や
や
難
解
な
解
釈
が
続
く
上
、
草
稿
だ
け
あ
っ
て
、
前
後
に
重
複
内
容
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
③
は
、
五
部
の
中
で
最
も
真
宗
批
判
が
強
い
。
そ
れ
は
、
③
④
に
お
い
て
も
、『
無
量
寿
儀
軌
』
の
道
場
観
の
偈
「
我
が

功
徳
力
と　

如
来
の
加
持
力
と　

及
び
法
界
力
と
を
以
て　

願
わ
く
は
安
楽
刹
を
成0

さ
ん

A
T
B

」
を
根
拠
に
、
三
力
揃
っ
て
の
往
生
を

主
張
す
る
か
ら
で
あ
る
（
③
下
五
七
一
、
④
下
五
〇
一
）。
し
か
も
法
住
は
偈
の
「
成0

」
を
「
生
」
と
変
え
、
檀
信
徒
目
線
で
「
願
わ

く
は
安
楽
刹
に
生
ぜ
ん
」
と
読
み
替
え
て
い
る

A
U
B

。
法
住
に
よ
れ
ば
、
信
心
と
密
教
教
理
に
裏
打
ち
さ
れ
た
念
仏
、
す
な
わ
ち
秘
密

念
仏
が
、
三
力
の
は
じ
め
で
あ
る
「
以
我
功
徳
力
」
に
相
当
す
る
。
こ
れ
を
「
自
善
根
力
を
正
因
と
し
ぬ
」（
③
下
五
七
二
）、「
本
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不
生
の
念
仏
」（
③
下
五
七
七
）
と
も
表
現
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
念
仏
を
他
力
本
願
と
す
る
真
宗
の
考
え
方
で
は
三
力
が
揃
わ
な

い
の
で
、
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

真
宗
批
判
の
例
を
③
に
見
る
と
、「
茶
呑
み
な
が
ら
の
茶
う
け
念
仏
に
て
も
、他
力
本
願
疑
い
な
し
と
我
が
身
勝
手
の
安
心
は
（
中

略
）
摂
取
不
捨
の
網
に
漏
れ
」（
下
五
〇
七
）、「
ひ
と
へ
に
他
力
を
頼
み
往
生
し
玉
へ
か
し
と
、
檀
那
の
心
に
合
ふ
や
う
に
言
を
和
ら

げ
布
施
を
貪
り
、
欣
求
ら
し
き
貪
欲
を
増
長
し
（
中
略
）
仏
の
教
へ
で
仏
を
切
る
」（
下
五
二
〇
）、「
放
逸
無
慚
の
人
の
う
か
れ
念
仏
」

（
③
下
五
三
六
）、「
夫
は
十ソ
　
ロ
　
バ
ン

露
盤
念
仏
と
や
云
つ
べ
し
」（
下
五
三
七
）、「
只
他
力
と
の
み
お
も
へ
る
末
徒
の
僻
見
を
簡き
ろ

ふ
な
り
」（
下

五
七
二
）、「
偏
に
た
だ
本
願
の
他
力
の
み
に
て
往
生
の
大
事
を
成
ず
と
は
、
是
の
こ
と
は
り
あ
る
こ
と
な
し
」（
下
五
七
三
）
と
、
穏

健
な
学
風
と
評
さ
れ
る
法
住
に
し
て
は
辛
辣
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
法
住
が
京
周
辺
で
遊
学
す
る
中
、「
本
願
誇
り
」
の
人

び
と
と
実
際
に
話
し
た
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
下
五
三
六
・
五
六
七
）。

京
周
辺
で
は
真
宗
以
外
に
法
華
宗
を
も
見
聞
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
批
判
は
法
華
宗
に
も
及
ん
で
い
る
。
例
え
ば
「
題
目
を

唱
ふ
べ
し
と
教
え
玉
ふ
文
を
い
ま
だ
聞
か
ず
。（
中
略
）
末
徒
の
実
に
念
仏
無
間
禅
天
魔
と
執
し
、
自
を
讃
じ
他
を
破
し
、
丸
き
頭

に
目
は
角
び
し
、
忍
辱
の
衣
に
肩
臂
い
か
つ
が
ま
し
く
、
慮
ら
ず
し
て
法
華
天
狗
と
な
る
ぞ
お
そ
ろ
し
。
仏
祖
の
本
意
、
豈
に
爾

ら
ん
や
」（
③
下
五
七
九
）
な
ど
、
実
見
し
た
如
く
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
時
代
、
他
宗
批
判
は
ご
法
度
だ
か
ら
か
、
論
争
に
関
わ

ら
ぬ
よ
う
、
最
後
に
以
下
の
よ
う
に
た
し
な
め
て
い
る
（
③
下
五
七
七
）。

殊
更
に
請
ふ
我
が
門
葉
の
秘
密
念
仏
を
行
ぜ
ん
も
の
。
此
れ
に
習
ふ
て
終
日
破
辞
を
た
く
ま
し
く
せ
ば
、
実
修
専
行
の
大
な

る
障
な
る
べ
し
。
た
と
ひ
他
の
論
争
を
好
む
も
の
、
背
ひ
て
謗
り
面
の
あ
た
り
毀
る
こ
と
、
春
雨
の
足
の
跡
ほ
ど
そ
そ
ぎ
来

る
と
も
、
必
ず
其
の
為
に
移
さ
れ
玉
ふ
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
た
だ
た
だ
一
心
専
念
し
、
本
不
生
の
念
仏
に
な
り
ぬ
る
や
う
に

修
行
し
玉
ふ
べ
し
。

法
住
は
、
別
稿

A
V
B

で
指
摘
し
た
通
り
、
論
争
に
は
慎
重
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
論
争
に
加
わ
ら
ず
、
仮
に
批
判
が
あ
っ
て
も
心
を
乱
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さ
ず
、
一
心
専
念
に
修
行
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
「
本
不
生
の
念
仏
」
は
、
⑤
に
繋
が
る
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
職
分
仏
行
説
は
③
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
論
旨
は
先
に
見
た
①
②
と
大
き
な
違
い
は
無
い
。

士
農
工
商
各
々
其
分
を
守
り
、
先
祖
代
々
の
職
を
忘
れ
ず
、
五
倫
五
常
の
中
に
居
な
が
ら
、
縄
な
ひ
な
が
ら
は
た
織
り
な
が

ら
只
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
へ
玉
ふ
に
何
の
障
と
は
な
ら
ざ
ら
ま
し
。
慚
愧
の
心
に
我
が
身
を
下
し
、
助
け
養
ひ
玉
ひ
な
ば
、

三
力
不
思
議
に
相
応
せ
し
念
仏
衆
生
と
は
称
し
ぬ
べ
け
れ
。（
下
五
三
一
）

こ
の
よ
う
に
、
職
分
を
全
う
し
た
上
で
の
念
仏
で
あ
れ
ば
、
三
力
相
応
す
る
念
仏
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
「
四
民
何
れ
も
天

よ
り
賦
す
る
分
を
守
り
、
其
道
道
に
徹
す
れ
ば
（
中
略
）
則
ち
甚
深
無
相
の
秘
密
念
仏
な
れ
ば
、
開
口
発
声
み
な
以
て
念
仏
な
り
。

挙
足
下
足
こ
と
ご
と
く
仏
事
な
ら
ず
と
い
う
こ
と
な
し
」（
下
五
三
〇
）
と
も
い
い
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
な
く
と
も
、
一
切
の

発
声
が
念
仏
、
一
切
動
作
が
仏
事
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
職
分
を
全
う
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
武
士
や
農

民
が
怠
け
た
り
、
商
人
が
暴
利
を
貪
っ
た
り
、
職
人
が
手
抜
き
し
た
り
す
る
と
、
往
生
で
き
な
く
な
る
と
い
う
点
に
注
意
が
必
要

で
あ
る
（
下
五
三
一
）。
こ
の
こ
と
は
、
職
分
を
全
う
し
、
無
相
に
即
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
口
称
念
仏
さ
え
も
必
須
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
法
住
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
無
相
に
即
す
る
こ
と
と
い
う
本
音
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
職
分
仏
行
説
に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
①
②
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
、
③
④
の
う
ち
③
の
み
で
語
ら
れ
、

自
宗
浅
学
・
檀
信
徒
用
の
④
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
職
分
仏
行
説
は
①
②
広
略
い
ず
れ
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
比
較

し
て
、
③
④
で
は
主
張
の
前
面
に
出
す
ほ
ど
で
は
な
い
と
い
う
温
度
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
あ
ま
り
前
面
に
出
す
と
、
日

常
の
営
為
全
て
が
仏
道
修
行
で
あ
る
と
い
う
展
開
に
な
り
、
念
仏
で
あ
る
必
然
性
が
薄
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

職
分
仏
行
説
と
、
念
仏
に
特
化
し
た
③
④
と
は
、
相
性
が
あ
ま
り
良
く
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
法
住
の
「
無
相
に
即
す
る
有
相
の
念
仏
」
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
慚
愧
に
つ
い
て
は
、①
②
で
特
に
説
明
が
無
い
。

③
で
の
み
、『
理
趣
釈
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
そ
の
経
文
は
以
下
の
部
分
で
あ
る
。
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紇
利
字
を
ば
亦
た
慚
の
義
と
云
う
。
若
し
慚
愧
を
具
す
れ
ば
一
切
の
不
善
を
為
さ
ず
。
即
ち
一
切
無
漏
の
善
法
を
具
す
。

是
の
故
に
蓮
華
部
を
亦
た
法
部
と
名
づ
く
。
此
の
字
の
加
持
に
由
り
て
、
極
楽
世
界
に
於
い
て
は
、
水
鳥
樹
林
皆
な
法
音

を
演
ぶ

A
W
B

。

こ
れ
を
典
拠
に
、「
常
に
慚
愧
の
心
も
て
念
仏
す
れ
ば
、
不
思
議
の
加
持
に
加
持
せ
ら
れ
て
、
定
恵
の
微
劣
な
り
し
を
も
助
け

補
ふ
な
り
」（
下
五
五
四
）
と
す
る
。
つ
ま
り
慚
愧
こ
そ
が
、
三
力
の
う
ち
如
来
加
持
力
を
促
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
③
④
に
つ
い
て
の
要
旨
を
ま
と
め
た
。
①
②
と
違
う
の
は
、
念
仏
に
特
化
し
た
安
心
論
で
あ
る
こ
と
、
行
果
が
順
次
往
生

で
あ
る
こ
と
、
有
相
無
相
の
解
説
が
無
い
こ
と
、
難
解
な
教
理
を
比
較
的
多
め
に
用
い
て
い
る
こ
と
、
他
宗
批
判
が
強
め
で
あ
る

こ
と
、
職
分
仏
行
説
が
控
え
め
な
こ
と
、
慚
愧
の
典
拠
を
示
す
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
共
通
す
る
の
は
、「
無
相
に
即
す
る

有
相
」
を
全
編
で
強
調
す
る
こ
と
、
三
力
相
応
を
重
視
す
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
節
の
ま
と
め
と
し
て
、
①
②
③
④
の
一
長
一
短
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
③
は
、「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
の
実
践
を
念

仏
に
絞
っ
た
。
絞
っ
た
こ
と
で
実
践
は
容
易
に
な
っ
た
が
、
浄
土
門
の
念
仏
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
理
論
武
装
が
必

要
と
な
り
、
そ
の
ぶ
ん
難
解
に
な
り
、
批
判
も
目
立
つ
。
④
は
そ
の
理
論
武
装
を
省
い
た
結
果
、
浄
土
門
と
の
差
異
が
わ
か
り
に

く
く
な
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
①
②
は「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」の
実
践
を
特
定
の
行
に
限
定
し
な
い
分
、論
旨
が
明
確
に
な
っ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
行
で
も
「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
で
あ
る
の
で
、
職
分
仏
行
説
と
の
相
性
も
良
い
。
た
だ
し
実
践
行

が
曖
昧
な
ぶ
ん
、「
無
相
に
即
す
」
こ
と
を
信
じ
ら
れ
る
か
否
か
に
全
て
が
か
か
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
を
檀
信
徒
に
説
明
す
る
僧

の
力
量
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
①
②
③
④
全
て
で
、
如
来
加
持
力
を
促
す
に
は
慚
愧
が
大
切
と
す
る
が
、
そ
の
慚
愧
を
い
つ
何
に

向
か
っ
て
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、
具
体
的
に
語
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
⑤
の
検
証
に
移
り
た
い
。

（
43
）	（
44
）（
45
）	（
46
）（
47
）（
48
）	

（
49
）（
49
）
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五
、
⑤
『
秘
密
安
心
往
生
法
話
』
に
つ
い
て

こ
の
⑤
は
、
先
述
の
ご
と
く
法
住
最
晩
年
、
根
来
寺
に
お
け
る
著
述
で
あ
る
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
春
ご
ろ
に
体
調
を
崩

し
た
法
住
は
、
病
床
に
お
い
て
⑤
を
閏
四
月
二
十
八
日
に
脱
稿
し
た
の
ち
、
五
月
十
日
に
逝
去
し
て
い
る
。
同
年
春
に
は
、
長
ら

く
親
子
で
法
住
を
支
え
て
き
た
前
紀
州
藩
主
・
徳
川
重
倫
の
生
母
で
あ
る
清
信
院
尼
も
逝
去
し
て
お
り

A
X
B

、
自
ら
の
死
期
を
強
く
意

識
す
る
環
境
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
文
言
は
前
後
で
か
な
り
重
複
し
て
お
り
、
安
心
の
教
理
を
説
く
と
い
う
よ
り
も
、
臨
終
の
際
に
枕
元
で
同
じ
趣
旨
を
繰
り

返
し
説
い
て
聞
か
せ
る
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
構
成
な
の
で
、
内
容
も
平
易
で
あ
り
、
①
②
と
③
④
の
よ
う
に
広
略

の
二
部
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
内
容
は
、
①
②
と
同
じ
く
、
基
本
的
に
は
三
力
の
和
合
に
よ
る
即
身
成
仏
を
目
指
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ま
で
強
調
し

て
き
た
「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
と
い
う
語
は
見
え
な
い
。
し
か
し
構
図
が
全
く
変
わ
っ
た
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、

⑤
で
は
、こ
れ
ま
で
の
「
無
相
に
即
し
た
」
と
い
う
部
分
が
、「@

字
本
性
の
菩
提
心
に
自
心
を
安
住
」
に
置
き
換
わ
る
の
で
あ
る
。

無
相
は
「
相
が
無
い
」
の
で
は
な
く
「
相
を
具
さ
ざ
る
が
無
い
」
な
の
で
、「
無
相
に
即
し
て
」
と
「@

字
本
性
の
菩
提
心
に
自

心
を
安
住
し
て
」は
、本
質
的
に
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
し
実
践
行
と
し
て
は「@

字
本
性
の
菩
提
心
に
自
心
を
安
住
し
て
」

の
ほ
う
が
イ
メ
ー
ジ
し
易
い
だ
ろ
う
。

ま
ず
冒
頭
の
導
入
部
分
で
は
、
平
生
の
心
構
え
が
説
か
れ
る
（
下
四
〇
五
）。

竊ひ
そ
か
　に
思
う
に
、
自
然
と
善
根
に
心
を
寄
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
な
り
わ
いを
大
切
に
い
た
し
、
何
事
に
も
よ
ら
ず
み
づ
か
ら
分
齋
を
守
り
、

老
若
男
女
…
…
貧
富
皆
な
各
お
の
其
の
処
を
得
て
、
お
の
ず
か
ら
天
下
の
御
法
を
も
守
り
て
、
何
事
に
も
安
ら
か
に
し
て
今

日
を
送
り
、
わ
き
て
先
祖
の
御
恩
の
深
き
を
思
ひ
給
ひ
、
朝
な
夕
な
に
は
御
前
に
向
う
て
懇
に
現
当
二
世
の
冥
福
を
念
じ
、
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後
世
の
大
事
に
も
心
を
寄
せ
、
お
の
お
の
宗
宗
の
安
心
を
決
定
せ
ん
こ
と
も
…
…

こ
の
よ
う
に
、
平
生
に
お
い
て
は
、
分
を
わ
き
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
に
精
を
出
し
、
秩
序
を
守
り
、
穏
や
か
に
過
ご

す
べ
き
と
す
る
。
と
り
わ
け
先
祖
の
恩
に
感
謝
し
、
自
分
の
後
生
に
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
安
心
決

定
の
方
法
を
説
く
と
導
入
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
方
法
を
順
次
見
て
い
こ
う
（
カ
ッ
コ
内
は
割
註
）。

何
事
を
（
平
日
男
女
の
仕
わ
ざ
を
し
も
）
な
さ
ん
に
も
、
何
様
の
事
も
な
く
唯
ひ
た
す
ら
に
、
先
ず
我
々
が
心
内
身
中
に
本
よ
り

常
に
ま
し
ま
す@

字
本
性
の
菩
提
心
に
何
と
な
く
安
住
し
て
…
…
（
以
下
全
て
下
四
〇
六
）

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
の
営
為
の
中
で
、
特
に
決
ま
っ
た
式
次
第
に
則
ら
ず
に
、
心
中
に
「@

字
本
性
の
菩
提
心
」
を
意
識

せ
よ
と
い
う
。
⑤
に
お
け
る
頻
出
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「@

字
本
性
の
菩
提
心
に
何
と
な
く
安
住
」
と
は
、
自
心
の
中
に
元
よ
り

大
日
如
来
が
お
ら
れ
る
こ
と
を
確
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
を
果
た
す
中
で
の
実
践
が
前
提
に
な
っ
て
い

る
点
も
興
味
深
い
。
そ
し
て
続
け
て
、

弥
陀
の
名
号
に
有
れ
、
経
の
題
目
に
有
れ
、
何
等
の
行
業
を
も
余
念
を
雑
へ
ず
一
向
専
念
に
修
す
れ
ば
…
…

と
し
て
、
実
践
行
と
し
て
は
念
仏
で
も
題
目
で
も
、
何
で
も
い
い
と
す
る
。
別
箇
所
で
は
念
仏
と
題
目
に
加
え
て
「
光
明
真
言
に

あ
れ
乃
至
世
天
八
部
の
呪
に
も
あ
れ
」（
下
四
〇
九
）
と
も
あ
る
。
要
は
、「@

字
本
性
の
菩
提
心
に
何
と
な
く
安
住
」
す
れ
ば
、
行

の
内
容
は
問
わ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
①
②
と
共
通
す
る
。
そ
う
し
て
実
践
す
る
と
、

拙
き
我
々
が
但
信
の
浅
行
も
、
有
り
が
た
や
如
来
大
悲
の
加
持
力
（
相
大
）
を
被
り
、
何
等
の
事
を
な
す
も
お
の
づ
か
ら
三

密
無
尽
の
功
徳
力
を
（
用
大
）
成
就
し
て
、
法
界
力
を
（
体
大
）
生
育
す
れ
ば
…
…

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
行
で
も
自
ず
か
ら
三
密
無
尽
（
用
大
）
の
以
我
功
徳
力
と
な
り
、
自
然
と
如
来
大
悲
の
如
来
加
持
力
（
相
大
）

を
被
り
、
法
界
力
（
体
大
）
が
そ
な
わ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
①
②
③
④
で
如
来
加
持
力
の
発
動
条
件
と
さ
れ
た
慚
愧
が
消
え
、

@

字
本
性
の
菩
提
心
に
自
心
が
安
住
し
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
と
如
来
加
持
力
を
被
る
、
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
六
大
（
体
）
四
曼
（
相
）
三
密
（
用
）
と
い
う
、『
即
身
成
仏
義
』
即
身
成
仏
偈
に
由
来
す
る
三
大
説
も
導
入
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
三
力
が
和
合
す
れ
ば
、
平
生
に
お
い
て
は
、

自
然
と
諸
の
罪
業
を
滅
し
何
事
も
安
ら
か
に
し
て
今
日
を
送
り
、
何
等
の
障
り
も
な
く
世
出
世
の
一
切
の
功
徳
善
根
を
満
じ

（《
住
心
品
疏

A
Y
B

に
》「
自
善
根
及
び
如
来
加
持
力
法
界
力
と
に
由
る
故
、
所
為
の
妙
業
皆
な
成
就
す
る
こ
と
を
得
」
と
は
此
の
御
事
な
り
）、
身
心

安
穏
に
し
て
一
期
の
間
を
究
め
…
…

と
し
て
、
と
に
か
く
身
心
と
も
に
安
ら
か
に
過
ご
せ
る
上
、
自
然
に
善
根
を
積
み
、
寿
命
を
全
う
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
臨
終

の
際
も
、

臨
命
終
の
時
に
至
り
て
、
何
等
の
苦
も
な
く
、
心
顛
倒
せ
ず
、
只
何
と
な
く@

字
に
乗
じ
て
（
い
わ
ゆ
る
秘
密
神
通
乗
な
り
。

我
祖
の
袖
中
に
秘
し
給
へ
る
大
事
、
阿
闍
梨
を
慕
ふ
て
更
に
問
え
）
お
の
づ
か
ら
本
来
清
浄
の
心
蓮
を
開
き
、
法
身
如
来
の
果
徳
を
成

じ
て
、
無
量
無
辺
の
功
徳
荘
厳
を
成
就
し
給
ふ
。

と
し
て
、@

字
本
性
の
菩
提
心
に
自
心
が
安
住
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
れ
ば
、
臨
終
の
際
に
苦
し
ま
ず
取
り
乱
さ
な
い
と
い
う
。

そ
し
て
能
動
的
に
特
に
何
か
を
し
な
く
と
も
、
臨
終
と
同
時
に
「
法
身
如
来
の
果
徳
を
成
じ
」、
つ
ま
り
成
仏
で
き
る
と
す
る
の
で

あ
る
。
た
だ
し
割
註
の
「
秘
密
神
通
乗
云
々
」
の
語
か
ら
、
僧
侶
に
よ
る
臨
終
後
の
葬
送
儀
礼
（
引
導
法
）
の
介
在
を
前
提
に
し
た

論
理
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
成
仏
し
た
亡
者
は
、

密
厳
浄
土
へ
（
唯
偏
に@

字
本
性
の
心
殿
に
安
住
し
て
、
心
内
秘
密
種
々
不
思
議
の
仏
事
を
荘
厳
し
心
の
仏
国
を
浄
む
る
を
密
厳
浄
土
と
は
申

す
な
り
）
往
生
し
（
唯
だ
是
れ
一@

に
乗
じ
て
全
く
心
内
具
徳
曼
荼
羅
内
を
来
往
す
る
を
往
生
と
こ
そ
は
申
す
な
り
）、
永
く
三
界
生
死
の

苦
を
離
れ
て
、
諸
仏
諸
菩
薩
と
倶
に
等
し
く
法
界
宮
に
（@

又Q
。
更
に
問
へ
）
安
住
し
て
、
常
に
無
為
の
快
楽
を
受
る
こ
と

を
と
、
た
だ
一
心
に
二
た
心
な
く
心
得
候
べ
き
な
り
。

と
し
て
、
密
厳
浄
土
に
往
生
し
、
曼
荼
羅
の
世
界
に
安
住
し
て
、
常
に
無
為
の
快
楽
を
受
け
続
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
法
住
は
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「
即
身
成
仏
三
力
不
思
議
の
秘
密
安
心
」
と
称
し
て
い
る
（
下
四
〇
五
・
四
一
〇
）。
即
身
成
仏
し
て
か
ら
密
厳
浄
土
へ
往
生
す
る
と
い

う
理
解
は
、
⑤
の
末
尾
で
「
今
般
の
即
身
成
仏
の
素
懐
を
遂
げ
、
本
来
清
浄
の
心
蓮
を
開
い
て
密
厳
浄
土
へ
往
生
す
べ
き
理
り
は
、

偏
に
唯@

字
本
性
の
菩
提
心
を
深
く
信
じ
て
三
力
不
思
議
の
功
徳
妙
用
を
信
知
す
る
に
あ
り
と
知
る
べ
し
。
穴
賢
穴
賢
。
信
男
信

女
へ
」（
上
四
一
一
）
と
締
め
く
く
ら
れ
る
部
分
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

①
②
③
④
か
ら
右
の
よ
う
に
変
化
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
二
点
の
推
測
を
挙
げ
た
い
。
一
点
は
、
病
床
の
法
住
が
自
身
の
死
期

を
悟
る
中
、
明
ら
か
に
現
生
よ
り
来
世
へ
の
関
心
が
強
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
法
住
は
文
中
で
「
設
ひ
諸
の
聖
教
を
学
び
て
智

恵
利
根
な
る
も
、
後
世
の
大
事
を
究
め
ざ
る
人
を
ば
愚
者
と
こ
そ
は
申
す
な
り
」（
上
四
一
〇
）
と
言
う
。
内
容
も
、
日
常
の
営
為

の
中
・
職
分
を
果
た
す
中
で
い
か
に
安
心
を
得
る
か
よ
り
も
、
臨
終
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
安
心
の
あ
り
よ
う
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
る
。
い
ざ
臨
終
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
を
冗
長
に
説
明
す
る
よ
り
も
、「@

字
本
性
の

菩
提
心
に
自
心
が
安
住
」、
つ
ま
り
自
心
中
の
仏
を
確
信
し
て
も
ら
う
ほ
う
が
良
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
法
住
は
臨
終
の
際
、

諸
伝
で
詳
細
は
異
な
る
が
、
弟
子
達
と
共
に
、
実
際
に@

字
等
を
誦
し
て
入
寂
し
た
と
伝
え
る
。

も
う
一
点
は
、小
林
靖
典
氏

A
Z
B

の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
、「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」の
典
拠
で
あ
る『
大
日
経
』流
通
分
の
偈「
甚

深
無
相
の
法
は　

劣
慧
の
堪
え
ざ
る
所　

彼
等
を
度
せ
ん
が
為
の
故
に　

兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
す
」
が
、
そ
も
そ
も@

字
本
不

生
の
理
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
な
の
で
、
こ
れ
を
典
拠
と
す
る
以
上
、
安
心
理
論
は
必
然
的
に@

字
へ
と
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
、
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
つ
ま
り
流
通
分
の
偈
を
典
拠
に
「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
を
主
張
し
て
い
る
以
上
、@

字
本
不

生
に
帰
結
す
る
の
は
必
然
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
筆
者
も
異
論
が
無
い
。
な
お
小
林
氏
は
⑤
の
安
心
論
を
「@

字
本
不

生
安
心
と
も
呼
ぶ
べ
き
こ
と
が
で
き
る

A
[
B

」
と
評
し
て
い
る
。

以
上
⑤
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
法
住
は
自
ら
の
死
期
を
悟
る
中
で
、
人
々
が
臨
終
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
ど
う
す
れ
ば
安

心
が
得
や
す
く
な
る
か
を
模
索
し
た
結
果
、
自
心
中
の
仏
を@

字
を
通
じ
て
確
信
し
て
も
ら
う
こ
と
に
帰
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
法
住
の
仮
名
法
語
に
よ
る
五
部
の
安
心
論
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
得
た
の
は
、
ま
ず
五
部
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
性
で
あ
る
（
第
二
節
）。
す
な
わ
ち
①
②
と
③
④
は
そ
れ
ぞ
れ
広
略
の
関
係
に
あ
り
、
対
象
読
者
が
異
な
る
こ
と
、

⑤
は
最
後
の
著
述
で
あ
る
こ
と
、
等
で
あ
る
。
次
に
、
①
②
と
③
④
と
⑤
の
内
容
を
順
次
検
証
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
旨
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
た
（
第
三
節
～
第
五
節
）。
特
に
①
～
④
の
基
軸
教
理
で
あ
る
「
無
相
に
即
す
る
有
相
」
に
つ
い
て
と
、
本
格
的
に
導
入

さ
れ
た
職
分
仏
行
説
に
つ
い
て
は
詳
し
く
取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
⑤
で
は
新
た
に@

字
本
不
生
を
前
面
に
出
す
な
ど
、
最
晩
年
ま

で
継
続
し
て
新
た
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

真
言
宗
系
安
心
論
の
系
譜
に
お
い
て
、
法
住
の
安
心
論
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
第
一
節
で
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
法
住
の
活
動
し
た
十
八
世
紀
後
半
は
、
光
明
真
言
を
基
軸
と
し
た
安
心
論
が
主
流
の
中
、
そ
れ
以
外
の
基
軸
を
模
索

し
た
時
期
に
当
た
る
。
法
住
の
安
心
論
も
、そ
の
模
索
の
一
つ
で
あ
る
。
法
住
安
心
論
の
基
軸
教
理
で
あ
る「
無
相
に
即
す
る
有
相
」

は
、
加
持
身
説
法
説
に
基
づ
く
論
義
を
背
景
と
し
て
お
り
、
当
時
全
盛
期
を
迎
え
て
い
た
長
谷
寺
の
活
発
な
学
問
状
況
を
反
映
し

て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
職
分
仏
行
説
を
先
駆
的
か
つ
本
格
的
に
導
入
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
た
だ
し
、刊
行
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
同
時
代
に
影
響
を
与
え
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
時
代
に
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
刊
行
さ
れ
た
慈
雲
尊
者

の
十
善
戒
に
よ
る
法
語
で
あ
る
。
法
住
の
安
心
論
が
斯
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
む
し
ろ
近
代
に
な
り
、
①
が
大
崎
行
智
に

よ
り
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
刊
行
さ
れ
、
次
い
で
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
五
部
全
て
が
『
真
言
宗
安
心
全
書
』
に
収
録
さ
れ

て
か
ら
で
あ
る
。
法
住
に
よ
る
新
し
い
試
み
は
、
近
代
の
安
心
論
の
模
索
の
中
で
、
再
び
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

A
\
B

。

最
後
に
、
法
住
の
没
後
す
ぐ
に
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
付
言
し
た
い
。
法
住
の
著
作
の
多
く
は
、
脱
稿
し
て
間
も
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な
く
か
、
在
命
中
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
身
の
意
思
や
周
囲
の
勧
め
な
ど
で
、
世
に
問
う
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
①
②
③
④
が
普
及
を
前
提
と
し
た
広
略
の
セ
ッ
ト
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
住
と
し
て
は
初
め
か
ら
刊
行
を
想
定

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
五
部
の
安
心
論
は
い
ず
れ
も
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
③
④
に
至
っ
て
は
草
稿
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
時
代
、
刊
行
し
な
い
こ
と
は
普
及
を
諦
め
る
の
と
同
義
で
あ
る
。
刊
行
し
な
か
っ
た
理
由
を
推
測
す
る
と
、
五
部
で
少
し
ず

つ
異
な
る
内
容
を
遺
弟
た
ち
が
ま
と
め
き
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
あ
る
い
は
「
無
相
に
即
す
る
有
相
」
と
い
う
基
軸
教
義
の
難
易
度

が
高
か
っ
た
か
ら
、
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。「
無
相
に
即
す
る
有
相
」
に
つ
い
て
在
家
信
者
に
説
明
す
る
に
は
、
加
持
身
説
法
説
と

関
連
論
義
（
特
に
『
大
疏
百
條
第
三
重
』
巻
五
「
無
相
至
極
」）
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
住
と
し
て
は
難
易
度
的
に
問
題

無
い
と
考
え
て
い
た
と
し
て
も
、
遺
弟
た
ち
が
異
な
る
判
断
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

註
　

（
１
）
拙
稿
「
法
住
」（『
真
言
宗
豊
山
派
教
化
セ
ン
タ
ー
参
考
資
料
』
二
六
、二
〇
二
三
）

（
２
）
那
須
政
隆
「
真
言
宗
安
心
大
意
」（『
真
言
宗
選
書
』
一
八
所
収
）、宮
坂
宥
勝
「
密
教
仮
名
法
語
の
資
料
」（『
宮
坂
宥
勝
著
作
集
』
第
三
巻
所
収
、

初
出
一
九
五
八
～
一
九
五
九
）、上
田
霊
城
「
近
世
真
言
宗
の
庶
民
教
化
―
来
世
信
仰
―
」（『
密
教
文
化
』
九
九
、一
九
七
二
）、中
村
本
然
『
真

言
密
教
に
お
け
る
安
心
論
【
資
料
編
】』（
高
野
山
大
学
、
二
〇
〇
三
）、
小
林
靖
典
「
江
戸
期
以
前
に
お
け
る
安
心
論
に
つ
い
て
―
明
治
期
以

降
の
安
心
論
の
理
解
に
向
け
て
―
」（『
現
代
密
教
』
二
一
、二
〇
一
〇
）

（
３
）
善
導
『
往
生
礼
讃
』（
大
正
四
七
、四
三
八
ｃ
）

（
４
）
註
２
の
宮
坂
論
文
・
中
村
論
文
、
及
び
栗
山
秀
純
「
真
言
宗
の
安
心
観
Ⅰ
」（『
豊
山
学
報
』
一
二
、一
九
六
六
）
に
詳
し
い
。

（
５
）
註
２
中
村
論
文
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）『
増
補
真
言
宗
安
心
全
書
』
巻
上
、
一
七
五
頁
（
長
谷
宝
秀
師
に
よ
る
刊
記
）

（
７
）
註
２
宮
坂
論
文
三
五
〇
頁
の
指
摘
に
依
る
。

（
８
）
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
「
近
世
の
光
明
真
言
信
仰
資
料
（
そ
の
一
）」（『
人
文
論
集
』
四
三
、二
〇
〇
四
）
に
お
い
て
、
亮
汰
の
光
明
真
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言
注
釈
書
の
刊
行
は
「
寛
文
の
転
機
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
疋
田
秀
「
浄
厳
述
『
臨
終
大
事
影
説
』
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
智
山
学
報
』
六
九
、二
〇
二
〇
）
参
照
。

（
10
）『
豊
山
伝
通
記
』
補
修
「
第
三
十
二
世
法
住
僧
正
伝
」（『
豊
山
全
書
』
一
八
）

（
11
）
日
本
古
典
文
学
大
系
八
三
『
假
名
法
語
集
』。
宮
坂
宥
勝
は
解
説
に
お
い
て
、
五
部
の
安
心
論
の
著
述
期
間
を
、「
根
来
大
伝
法
院
入
住
の
寛

政
八
年
以
後
、
晩
年
に
お
け
る
一
連
の
法
語
著
作
活
動
の
産
物
」（
三
五
頁
）
と
見
な
し
て
い
る
。

（
12
）
佐
々
木
大
樹
「
民
間
信
仰
に
お
け
る
胎
蔵
大
日
五
字
真
言
」（『
智
山
学
報
』
七
〇
、二
〇
二
一
）
に
よ
れ
ば
、
胎
蔵
五
字
呪
は
民
間
信
仰
と
し

て
全
国
的
に
流
伝
し
た
と
い
う
。
法
住
が
こ
こ
で
ま
ず
五
字
呪
を
挙
げ
た
の
も
、
既
に
普
及
し
て
い
た
為
で
あ
ろ
う
。

（
13
）「
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
」
の
理
解
に
は
、
註
２
小
林
論
文
及
び
藤
田
隆
乗
「
頼
瑜
の
「
四
重
秘
釈
」
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』

五
〇
、二
〇
〇
一
）
を
参
照
し
た
。

（
14
）
大
正
一
八
、五
四
ｃ
。
経
文
で
は
「
為
成0

彼
等
故
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
為
度0

彼
等
故
」
と
あ
ら
た
め
た
の
は
、『
大
疏
百
條
第
三

重
』
巻
五
「
無
相
至
極
」
に
お
い
て
同
箇
所
を
「
為
度0

彼
等
故
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
大
正
七
九
、六
七
五

ｃ
）。
で
は
『
第
三
重
』
で
な
ぜ
そ
う
し
た
か
と
い
え
ば
、『
大
日
経
』
具
縁
品
の
同
趣
旨
の
偈
「
当
来
世
の
時
に
お
い
て　

劣
慧
の
諸
の
衆

生
は
、
痴
愛
に
よ
り
自
幣
す
る
を
も
っ
て
、
盲
冥
に
し
て
果
を
楽
求
す　

彼
等
を
度0

せ
ん
が
為
の
故
に　

随
順
し
て
是
の
法
を
説
く
」（
大
正

一
八
、五
ａ
）
の
意
を
汲
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
具
縁
品
の
偈
も
法
住
の
安
心
論
の
起
点
に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
が
、
流
通
分
の
偈
の
ほ

う
が
、
後
述
す
る
四
重
秘
釈
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
た
め
選
ば
れ
た
と
推
測
す
る
。

（
15
）「
挙
足
～
真
言
な
り
」
は
覚
鑁
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
か
ら
の
取
意
引
用
（『
興
教
大
師
全
集
』
下
、
二
五
一
頁
・
二
六
六
頁
）。
覚
鑁
に
よ

る
そ
の
箇
所
は
『
大
日
経
』
巻
四
「
密
印
品
」
の
「
又
秘
密
主
、
乃
至
身
分
の
挙
動
住
止
は
、
応
に
知
る
べ
し
、
皆
な
是
れ
密
印
な
り
。
舌

相
の
転
ず
る
所
の
衆
多
の
言
説
は
、
応
に
知
る
べ
し
、
皆
な
是
れ
真
言
な
り
」（
大
正
一
八
、三
〇
ａ
）
に
由
来
す
る
。

（
16
）大
正
七
九
、六
七
五
ａ
・
六
七
五
ｃ
。
書
下
し
は
勝
又
俊
教
編『
真
言
の
教
学
』上
巻（
国
書
刊
行
会
、一
九
八
一
）五
九
五
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
17
）『
大
日
経
疏
指
心
抄
』
巻
五
（
大
正
五
九
、六
三
六
ｂ
）、『
瑜
祇
経
拾
古
鈔
』
巻
下
（
日
本
大
蔵
経
三
三
、八
八
上
）、『
顕
密
問
答
鈔
』
巻
下
（
続

真
言
宗
全
書
二
三
、一
七
）
な
ど
。
註
13
藤
田
論
文
参
照
。

（
18
）
快
道
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
法
義
』
巻
七
で
、
外
道
の
一
種
と
し
て
言
及
さ
れ
る
（
大
正
六
四
、一
三
一
ｃ
）。
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（
19
）
鈴
木
正
三
『
万
民
徳
用
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
八
三
『
假
名
法
語
集
』
収
録
、
宮
坂
宥
勝
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
）
二
六
三
頁

（
20
）
同
前
註
二
七
三
頁

（
21
）『
大
光
普
照
集
』（
大
日
本
仏
教
全
書
四
三
、三
六
七
～
三
八
九
）

（
22
）
懐
円
『
真
言
安
心
小
鏡
』
に
は
す
ぐ
れ
た
訳
註
研
究
が
あ
り
、
参
照
し
た
。
真
言
宗
大
覚
寺
派
徳
島
青
年
教
師
会
編
『
現
代
語
訳　

真
言
安

心
小
鏡　

懐
圓
』（
銀
匙
社
、
二
〇
〇
三
）

（
23
）
註
２
宮
坂
論
文
三
五
八
頁

（
24
）
士
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
倫
理
の
確
立
に
は
儒
教
の
主
流
の
変
遷
が
関
係
し
て
お
り
、
そ
れ
は
法
住
の
言
説
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
一

例
を
挙
げ
る
と
、
②
に
お
い
て
、
忠
孝
に
励
む
こ
と
も
ま
た
無
相
に
即
し
た
有
相
の
行
で
あ
る
と
す
る
中
、「
天
の
性
と
か
や
は
知
ら
ね
ど
も
、

天
然
の
ま
ま
な
し
つ
べ
き
に
随
い
て
、
忘
れ
は
せ
じ
離
る
ま
じ
と
さ
え
せ
ば
、
人
の
道
に
は
背
か
ざ
ら
ま
し
」（
上
三
九
〇
）
と
あ
る
。
こ
こ

で
否
定
的
に
扱
わ
れ
る
「
天
の
性
」
と
は
、
元
禄
～
享
保
に
為
政
者
に
支
持
さ
れ
た
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
の
言
説
を
意
識

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
荻
生
徂
徠
は
、
人
は
後
天
的
な
努
力
に
よ
り
自
身
の
天
性
を
完
全
な
も
の
に
で
き
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
例
え

ば
主
著
の
『
辨
名
』
に
、「
先
王
の
道
を
学
び
、
久
し
く
し
て
之
と
化
し
、
習
慣
の
天
性
の
如
く
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
初
め
知
ら
ず
能
わ
ざ
る

所
の
者
も
、
今
は
皆
な
思
わ
ず
し
て
得
、
勉
め
ず
し
て
中
る
こ
と
を
謂
う
。
是
れ
学
習
の
力
よ
り
出
ず
。
故
に
（『
中
庸
』
に
）「
之
を
誠
に

す
る
者
は
人
の
道
な
り
」
と
曰
う
」（
日
本
思
想
大
系
第
三
六
巻
『
荻
生
徂
徠
』
二
二
六
頁
）
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
法
住
は
先
の
引
用
に
お

い
て
、
こ
の
「
習
慣
の
天
性
の
如
く
」
を
念
頭
に
否
定
し
、
た
だ
忘
れ
ず
離
れ
な
け
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
（
仏
教
で
い
う
と
こ

ろ
の
）
機
根
そ
の
も
の
を
育
て
る
よ
り
も
、
機
根
に
随
っ
た
ま
ま
機
根
ご
と
の
努
力
を
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
立
場
か
ら
の
批
判
で
あ
ろ
う
。

ま
た
荻
生
徂
徠
は
『
政
談
』
に
お
い
て
士
農
工
商
の
う
ち
商
業
を
「
高
利
を
む
さ
ぼ
っ
て
世
渡
り
を
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
（
中
略
）
商
人

が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
気
に
か
け
る
必
要
は
な
い
」
と
軽
視
し
て
い
る
（『
日
本
の
名
著
』
十
六
、
中
央
公
論
社
、
四
五
四
～
五
頁
）。

こ
れ
に
対
し
法
住
は
、
①
②
③
④
⑤
全
て
で
、
士
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
を
等
し
く
扱
っ
て
い
る
。

　
　
　

法
住
が
安
心
論
を
著
し
て
い
た
寛
政
年
間
後
期
は
、「
寛
政
異
学
の
禁
」（
寛
政
二
年
〈
一
七
九
〇
〉）
に
よ
り
、
荻
生
徂
徠
の
学
派
を
含
む

古
学
が
統
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
寛
政
の
改
革
当
時
も
っ
と
も
主
流
だ
っ
た
の
は
、
石
田
梅
岩
（
一
六
八
五
～
一
七
四
四
）
を
祖
と
す
る

石
門
心
学
で
あ
っ
た
。
石
門
心
学
は
士
農
工
商
と
い
う
社
会
秩
序
を
肯
定
し
つ
つ
、
そ
れ
を
人
間
の
上
下
で
は
な
く
単
な
る
職
業
区
分
と
と
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ら
え
、
そ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
た
商
人
倫
理
の
充
実
を
は
か
っ
た
。
石
門
心
学
は
寛
政
の
改
革
の
（
主
に
福
祉
分
野
の
）
思
想
的
裏
付
け
に
も

な
っ
て
い
る
た
め
、い
わ
ば
当
時
の
主
た
る
思
潮
で
あ
る
。
法
住
が
士
農
工
商
の
日
常
の
営
為
を
そ
の
ま
ま
行
と
し
て
位
置
付
け
た
背
景
に
は
、

以
上
の
よ
う
な
商
業
を
軽
視
し
な
い
石
門
心
学
の
普
及
も
あ
る
だ
ろ
う
。
法
住
自
身
も
、
長
谷
寺
勧
学
院
の
経
営
や
根
来
寺
復
興
の
た
め
相

当
の
貸
付
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
潤
を
社
会
事
業
に
活
か
す
と
い
う
石
門
心
学
へ
の
共
感
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
当

時
の
世
相
と
し
て
、
商
業
を
含
む
生
業
そ
の
も
の
が
自
己
の
修
養
に
直
結
す
る
と
い
う
観
念
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。

（
25
）
道
範
『
秘
密
念
仏
鈔
』
巻
上
（『
真
言
宗
安
心
全
書
』
巻
下
、二
二
七
）。
た
だ
し
仏
をbu˙

と
し
て
秘
密
念
仏
と
意
義
付
け
た
の
は
法
住
独
自
。

（
26
）
会
合
説
に
関
し
て
は
、
大
八
木
隆
祥
「
法
住
の
教
主
義
と
地
蔵
院
流
」（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
四
七
、二
〇
一
九
）
を
参
照
し
た
。

（
27
）
大
正
一
九
、六
九
ｂ

（
28
）『
大
毘
盧
遮
那
佛
眼
修
行
儀
軌
』
の
三
力
偈
に
「
願
生
安
楽
刹
（
國
）」（
大
正
一
九
、四
一
二
ｃ
）
と
あ
る
の
を
参
照
し
た
か
。

（
29
）
註
１
拙
稿

（
30
）
大
正
一
九
、六
一
二
ｂ

（
31
）
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
一
〇
八
八
頁
参
照

（
32
）
大
正
三
九
、五
八
七
ａ

（
33
）
註
２
小
林
論
文
六
二
頁

（
34
）
註
２
小
林
論
文
六
五
頁

（
35
）例
を
挙
げ
る
と
、「
無
相
に
即
す
る
有
相
」に
つ
い
て
は
長
谷
宝
秀『
真
言
宗
安
心
要
義
』（『
増
補
真
言
宗
安
心
全
書
』巻
下
、一
〇
一
八
頁
）な
ど
。

職
分
仏
行
説
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
豊
山
宗
学
研
修
所
が
編
纂
し
た
「
真
言
安
心
章
」（『
真
言
宗
豊
山
派
檀
信
徒
宝
典
』

『
真
言
宗
豊
山
派
檀
信
徒
の
お
つ
と
め
』
に
収
録
）
な
ど
。
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